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五
十
二
年
を
振
り
返
っ
て�

庄
川
町
長
　
藤
森
栄
次

�
�

今
後
の
発
展
に
向
け
て�

庄
川
町
議
会
議
長
　
山
田
善
久

�
�

平
成
十
六
年
は
、
申
年
で
あ
り
、
近
年
に
な

い
波
乱
に
富
む
年
と
な
り
ま
し
た
。
参
議
院

選
挙
な
ど
選
挙
が
多
く
、
又
、
今
夏
は
猛
暑
が

続
き
、
富
山
県
で
は
二
度
も
日
本
一
高
い
気

温
と
な
り
ま
し
た
。�

台
風
が
何
度
も
富
山
県
を
通
過
し
、他
県
で

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
庄
川

町
で
は
、ほ
ぼ
平
穏
無
事
で
あ
り
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。�

昭
和
四
十
七
年
に
都
市
計
画
街
路
が
計
画
決
定
さ
れ
て
か
ら
、実
に
三
十

二
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
一
号
環
状
線
の
用
地
問
題
が
解
決
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ
て
の
街
路
計
画
が
完
了
の
見
込
み
と
な

り
、
関
係
者
の
皆
様
方
に
厚
く
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
町
で
、
新
市
に
な
り
ま
し
て
も
、
一
層
の
ご
支
援
を
得
て
大
き
く
は
ば

た
け
ま
す
よ
う
、ご
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

さ
て
、我
が
庄
川
町
は
、牛
岳
、三
段
の
滝
、ダ
ム
と
発
電
の
町
、赤
岩
、鎧

壁
、
松
川
除
の
赤
松
、
水
記
念
公
園
、
弁
財
天
公
園
、
庄
川
河
川
敷
公
園
、
庄

川
嵐
、
山
吹
、
桜
、
種
も
み
、
木
工
、
ゆ
ず
、
庄
川
鮎
な
ど
、
自
然
環
境
等
に
恵

ま
れ
、
町
民
皆
様
方
と
こ
の
庄
川
町
を
守
り
育
て
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の

流
れ
で
五
十
二
年
の
町
に
終
止
符
を
打
ち
、砺
波
市
へ
合
併
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。�

一
抹
の
寂
し
さ
と
、新
し
い「
砺
波
市
」へ
の
大
き
な
期
待
感
と
が
交
じ
り

合
っ
て
お
り
ま
す
が
、大
き
く
成
長
、は
ば
た
こ
う
と
し
て
い
る
時
で
あ
り
、

寂
し
さ
を
希
望
に
変
え
、頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

庄
川
町
が
十
六
年
十
月
末
日
で
無
く
な
り
ま
す
が
、
町
民
皆
様
方
に
は
、

今
後
共
御
自
愛
あ
っ
て
ご
健
勝
で
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

こ
の
た
び
庄
川
町
は
十
月
三
十
一
日
を
も

ち
ま
し
て
五
十
二
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、�

十
一
月
一
日
に
は
新
「
砺
波
市
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

庄
川
町
は
昭
和
二
十
七
年
に
四
ケ
村
に
よ

る
大
同
合
併
以
来
、
町
民
の
皆
様
の
ご
努
力

は
も
と
よ
り
、関
係
各
方
面
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
に
よ
り

ま
し
て
、観
光
と
産
業
の
町
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。�

こ
の
半
世
紀
の
間
、
道
路･

上
下
水
道
の
整
備
、
商
業
の
振
興
、
人
口
増
対

策
、
福
祉
施
設
整
備
、
農
業
振
興
、
文
教
・
体
育
施
設
整
備
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
し
、明
る
く
美
し
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
こ
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
先
人
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
に
よ
っ
て

培
わ
れ
、
愛
さ
れ
た
郷
土
・
庄
川
町
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
と
伝
統
を
こ
れ

か
ら
の
世
代
へ
と
守
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

そ
し
て
、今
回
の
こ
の
合
併
に
よ
り
ま
し
て
、庄
川
町
が「
新
砺
波
市
」の

中
で
光
り
輝
き
、未
来
に
向
け
て
更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
心
か

ら
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。�

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
が
ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
ご
多
幸
で
あ
ら
ん
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、閉
町
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�
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3 最終号�

「町民の真の幸せを願い」新市への旅立ち�
閉町式典挙行�

１０月２日（土）庄川ふれあいセンターにおいて、閉町式典が挙行され、セレモニーとして庄川
中学校生徒ブラスバンドによる演奏や翔友会の方々による庄川音頭が披露された後、午後２時
半から参議院議員河合常則氏や富山県議会議長上田信雅氏、同じく県議会議員山辺美嗣氏、砺
波市長安念鉄夫氏ら多数の来賓出席のもと式典を行いました。�
はじめに、雨池助役が開会の辞を申し、続いて藤森町長が式辞を述べた後、山田議長が挨拶さ

れ、式典では２９名と２団体の方々が功労表彰を受けられました。�
引き続き、「庄川賛歌」と題して、中部小松フォークリフト株式会社代表取締役社長の但田幸
禧氏（青島出身）による記念講演が行われ、会場を訪れた皆さんは真剣に聞き入っていました。�

▲但田 幸禧さんの講演が�
　行われました�

▲翔友会�



平
成
十
六
年
度�

 

庄
川
町
功
労
表
彰�

4最終号�

功
労
表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介�

功
労
表
彰
�

【
個
人
】�

�●
自
治
振
興
部
門
�

坂
井
正
吉
 

庄
川
町
三
谷
2
6
7
5
番
地
�

 

大
正
6
年
11
月
23
日（
満
86
歳
）�

昭
和
五
十
一
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り

庄
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

瀬
賀
義
信
 

庄
川
町
五
ヶ
2
6
8
番
地
�

 

大
正
11
年
3
月
15
日（
満
82
歳
）�

昭
和
五
十
五
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り

庄
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

朝
倉
桂
一
 

庄
川
町
古
上
野
1
2
1
番
地
�

 

大
正
13
年
1
月
28
日（
満
80
歳
）�

昭
和
四
十
六
年
か
ら
二
期
八
年
間
庄
川
町
収
入

役
と
し
て
、ま
た
、昭
和
五
十
五
年
か
ら
三
期
十

二
年
間
に
わ
た
り
庄
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

井
上
　
學
 

庄
川
町
青
島
1
1
0
2
番
地
�

 

昭
和
14
年
1
月
1
日（
満
65
歳
）�

昭
和
五
十
五
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り

庄
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

吉
江
忠
了
 

庄
川
町
金
屋
1
8
7
1
番
地
�

 

昭
和
17
年
12
月
1
日（
満
62
歳
）�

昭
和
六
十
三
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り

庄
川
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

野
村
政
春
 

庄
川
町
青
島
5
4
6
番
地
6
�

 

昭
和
3
年
3
月
6
日（
満
76
歳
）�

平
成
四
年
か
ら
三
期
十
二
年
間
に
わ
た
り
庄
川

町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。�

島
田
　
亨
 

庄
川
町
青
島
3
2
8
番
地
�

 

大
正
13
年
9
月
25
日（
満
80
歳
）�

昭
和
四
十
六
年
か
ら
二
期
八
年
間
に
わ
た
り
庄

川
町
助
役
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。�

森
松
　
正
 

庄
川
町
示
野
2
1
1
番
地
�

 

昭
和
5
年
12
月
11
日（
満
73
歳
）�

昭
和
五
十
四
年
か
ら
三
期
十
年
七
ヶ
月
間
に
わ

た
り
庄
川
町
助
役
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

山
森
哲
二
�

 

神
奈
川
県
逗
子
市
逗
子
4
‐
10
‐
4
番
地
�

 

明
治
44
年
8
月
9
日（
満
93
歳
）�

昭
和
四
十
一
年
の
東
京
庄
川
会
設
立
時
よ
り
二

十
四
年
間
副
会
長
及
び
会
長
と
し
て
会
の
発
展

と
会
員
の
融
和
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。�

�●
教
育
部
門
�

中
村
恒
三
 

庄
川
町
金
屋
6
1
0
番
地
�

 

大
正
12
年
4
月
25
日（
満
81
歳
）�

昭
和
五
十
年
か
ら
三
期
十
一
年
九
ヶ
月
間
に
わ

た
り
庄
川
町
教
育
長
と
し
て
教
育
行
政
の
伸
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

山
森
武
夫
 

庄
川
町
三
谷
2
1
8
8
番
地
�

 

昭
和
19
年
8
月
2
日（
満
60
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
体
育
指
導
員
と
し
て
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

太
田
国
夫
 

庄
川
町
高
儀
新
2
7
7
番
地
5
�

 

昭
和
19
年
3
月
18
日（
満
60
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
体
育
協
会
役
員
及
び
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

（後列左から）泉野 泰介、前田 和男、滝谷 庄司、新井 孝志、齋藤 紀子、森川 春美、堂垂 脩一、石黒 秀夫�
山森 武夫、中村 恒三（子  恒史）�

（中列左から）小西 邦子、森松 　正（子  敬）、山田 豊次、坂井 尚義、齋藤 多美子、西野 明正、小西 幸夫、�
尾松 満男、梅本 治朗、太田 国夫�

（前列左から）吉江 忠了、井上 　學、朝倉 桂一、瀬賀 義信、坂井 正吉、町長、議長、島田 　亨、伊東 幸一�
新屋 榮太郎、野村 政春� （敬称略）�



�
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
る
坂
井
正
吉
さ
ん
�

5 最終号�

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

�●
厚
生
部
門
�

西
野
明
正
 

庄
川
町
金
屋
1
2
5
5
番
地
�

 

昭
和
7
年
5
月
9
日（
満
72
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
民
生
児
童
委
員
を
務
め

ら
れ
民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。�

齋
藤
多
美
子
 

庄
川
町
青
島
3
8
番
地
�

 

昭
和
11
年
12
月
15
日（
満
67
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
民
生
児
童
委
員
を
務
め

ら
れ
民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。�

新
屋
榮
太
郎
 
庄
川
町
金
屋
1
2
8
2
番
地
�

 

昭
和
6
年
3
月
9
日（
満
73
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
地

域
に
密
着
し
た
活
動
に
よ
り
、
人
権
擁
護
に
関

す
る
諸
問
題
解
決
や
普
及
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。�

坂
井
尚
義
 

庄
川
町
庄
3
7
1
2
番
地
�

 

昭
和
19
年
12
月
21
日（
満
59
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
身
体
障
害
者
協
会
の
役
員

を
務
め
ら
れ
協
会
の
伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
豊
次
 

庄
川
町
湯
山
6
0
3
番
地
�

 

昭
和
7
年
1
月
1
日（
満
72
歳
）�

庄
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
設
立
に
寄
与
さ
れ
、

そ
の
後
も
顧
問
と
し
て
知
的
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

小
西
邦
子
 

庄
川
町
青
島
1
0
9
4
番
地
�

 

昭
和
29
年
4
月
24
日（
満
50
歳
）�

庄
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
設
立
に
寄
与
さ
れ
、

そ
の
後
も
会
長
と
し
て
知
的
障
害
者
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

�●
産
業
経
済
部
門
�

小
西
幸
夫
 

庄
川
町
青
島
2
2
0
6
番
地
�

 

昭
和
8
年
11
月
11
日（
満
70
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
木
工
協
同
組
合
の
専
務
理

事
及
び
理
事
長
と
し
て
後
継
者
の
育
成
及
び
需

要
開
拓
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
伝
統
的
地
場
産
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

尾
松
満
男
 

庄
川
町
青
島
7
0
8
番
地
15
�

 

昭
和
16
年
11
月
23
日（
満
62
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
木
工
協
同
組
合
の
専
務
理

事
及
び
理
事
長
と
し
て
後
継
者
の
育
成
及
び
需

要
開
拓
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
伝
統
的
地
場
産
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

伊
東
幸
一
 

庄
川
町
古
上
野
3
2
8
番
地
�

 

昭
和
4
年
3
月
30
日（
満
75
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
庄
川
町
土
地
改
良
区
の
理
事
長

等
の
要
職
に
つ
か
れ
、
町
の
土
地
改
良
事
業
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

梅
本
治
朗
 

庄
川
町
天
正
4
0
8
番
地
�

 

昭
和
16
年
3
月
13
日（
満
63
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
専
業
農
家
と
し
て
き
め
細
や
か

な
栽
培
管
理
の
も
と
町
の
農
業
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。�

�●
消
防
防
災
部
門
�

新
井
孝
志
 

庄
川
町
高
儀
新
2
6
8
番
地
�

 

昭
和
31
年
6
月
25
日（
満
48
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
民
生
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

滝
谷
庄
司
 
庄
川
町
青
島
1
4
1
1
番
地
12
�

 

昭
和
34
年
9
月
8
日（
満
45
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
民
生
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

前
田
和
男
 

庄
川
町
青
島
1
0
9
1
番
地
�

 

昭
和
36
年
5
月
24
日（
満
43
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
民
生
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

泉
野
泰
介
 

庄
川
町
庄
3
6
4
8
番
地
3
�

 

昭
和
36
年
11
月
20
日（
満
42
歳
）�

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
職
務
に
精
励

さ
れ
民
生
安
定
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

�【団
体
】�

�●
厚
生
部
門
�

庄
川
町
環
境
を
守
る
会
 
代
表
　
齋
藤
紀
子
�

多
年
に
わ
た
り
住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
分
別
、
マ
ナ
ー
の
向
上
に

努
め
ら
れ
、環
境
問
題
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

庄
川
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
�

 

代
表
　
森
川
春
美
�

多
年
に
わ
た
り
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め

身
近
な
人
へ
の
声
か
け
運
動
に
取
組
ま
れ
ガ
ン

の
受
診
率
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。�

�

善
行
表
彰
�

【
個
人
】�

�島
田
笙
之
介
�

 

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
2
番
地
26
�

 

昭
和
14
年
7
月
17
日（
満
65
歳
）�

町
立
庄
川
美
術
館
に
故
島
田
四
郎
氏
の
数
々
の

作
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。�

堂
垂
脩
一
 

庄
川
町
天
正
28
番
地
�

 

昭
和
10
年
9
月
18
日（
満
68
歳
）�

子
供
達
の
健
全
な
成
長
を
育
む
た
め
三
年
間
に

わ
た
り
保
育
事
業
推
進
の
た
め
多
額
の
寄
付
を

な
さ
れ
保
育
行
政
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�

石
黒
秀
夫
 

庄
川
町
天
正
3
3
8
番
地
�

 

昭
和
21
年
5
月
10
日（
満
58
歳
）�

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
町
の
社
会
福
祉
事
業

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。�



昭
和
27
年
�

昭
和
28
年
�

昭
和
29
年
�

昭
和
30
年
�

昭
和
31
年
�

昭
和
32
年
�

昭
和
33
年
�

▼ 

庄
川
町
誕
生 

▲
�

�　
昭
和
２７
年
６
月
１
日
、
生
活
習
慣
や
歴
史
を
同
じ
く
す
る

東
山
見
村
、
青
島
村
、
雄
神
村
、
種
田
村
の
四
ケ
村
が
自
主
的

合
併
を
行
い
、
こ
こ
に
「
庄
川
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
�

　
庄
川
の
流
れ
と
と
も
に
「
水
の
町
」
「
木
工
の
町
」
「
観
光

の
町
」
と
し
て
力
強
い
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
�

6最終号�

旧
四
ケ
村（
東
山
見
・
青
島
・
雄
神
・
種
田
）が
合
併

庄
川
町
誕
生
�

町
章
制
定
�

庄
川
町
消
防
団
結
成
�

庄
川
町
教
育
委
員
会
発
足
�

庄
川
町
商
工
会
発
足
�

庄
川
中
学
校
独
立
校
舎
完
成
�

�庄
川
町
公
民
館
発
足
�

台
風
１３
号（
ジ
ェ
ー
ン
台
風
）に
よ
る
農
林
土
木
災
害
発
生
�

�庄
川
町
消
防
署
新
設（
常
備
消
防
）�

雄
神
、種
田
、湯
山
に
幼
稚
園
開
設
�

庄
川
町
農
業
委
員
会
発
足
�

庄
川
沿
岸
道
路（
２
級
国
道
）開
通
�

庄
川
中
学
校
体
育
館
完
成
�

�庄
川
町
重
要
文
化
財
調
査
保
護
委
員
会
発
足

（
現
・
庄
川
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
）�

庄
川
町
森
林
組
合
発
足
�

�庄
川
町
農
業
共
済
組
合
発
足
�

「
藤
橋
」
永
久
橋
と
し
て
完
成
�

�庄
川
町
立
図
書
館
開
設
�

失
業
対
策
事
業
開
始
�

�庄
川
町
議
会
事
務
局
設
置
�

営
林
署
青
島
貯
木
場
開
設
�

第
１３
回
富
山
国
体
剣
道
大
会
 
庄
川
中
学
校
で

開
催
�

町
営
住
宅
２０
戸
青
島
地
内
に
完
成
�

6
月

　
�

�9
月
�

11
月
�

�12
月
�

�4
月
�

9
月
�

�4
月
�

�7
月
�

8
月
�

9
月
�

�1
月

　
　
�

4
月
�

�4
月
�

6
月
�

�4
月
�

��8
月
�

�10
月

　
�

12
月
�

町　章�

四カ村が円く和（輪）をも

って団結を固め、「庄川」

の文字を造形し、庄川の流

れとともに永久に伸び栄え

ることを表わしたものです。�

▲合併祝賀パレード、本町通り（昭和２７年）�



昭
和
34
年
�

昭
和
35
年
�

昭
和
36
年
�

昭
和
37
年
�

昭
和
38
年
�

昭
和
39
年
�

昭
和
40
年
�

�庄川町消防署（昭和２９年）�

7 最終号�

鉢
伏
山
キ
ャ
ン
プ
場
開
発
の
開
始
�

集
中
豪
雨
で
庄
川
堤
防
が一
部
決
壊
�

�「庄
川
町
」優
良
町
村
と
し
て
全
国
町
村
会
長
表
彰
�

青
島
小
学
校
に
幼
稚
園
開
設
�

庄
川
消
防
団
　
国
家
消
防
本
部
表
彰
�

「
雄
神
橋
」
永
久
橋
と
し
て
完
成
�

�ご
み
焼
却
場
新
設
�

金
屋
・
青
島
・
五
ケ
の一
部
に
簡
易
水
道
完
成
　
　

消
火
栓
７９
ケ
所
設
置
�

庄
川
町
地
内
で
国
道
舗
装
に
着
工
�

鉢
伏
峠
ま
で
自
動
車
道
開
通
�

各
小
学
校
に
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
�

�庄
川
町
議
会
が
優
良
議
会
と
し
て
全
国
町
村
議

長
会
表
彰
受
賞
�

庄
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
結
成
�

農
業
共
済
事
業
が
町
へ
移
管
�

庄
川
町
営
プ
ー
ル
完
成
�

�「三
八
豪
雪
」積
雪
３
メ
ー
ト
ル
を
越
す
�

町
営
住
宅
２０
戸
増
築
�

低
開
発
地
域
工
業
開
発
区
域
に
指
定
�

�東
山
見
小
学
校
湯
山
分
校
閉
校
�

大
選
挙
区
制
初
の
町
議
会
議
員
選
挙
執
行
　

（
定
員
２２
名
か
ら
１８
名
と
な
る
）�

町
営
ク
レ
ー
射
撃
場
完
成
�

山
陰
、北
陸
集
中
豪
雨
　
三
谷
地
内
で
大
被
害
�

雄
神
地
区
の
水
道
完
成
　
上
水
道
認
可
�

�東
山
見
公
民
館（
併
設
町
立
図
書
館
）焼
失
�

4
月
�

7
月
�

�1
月
�

4
月
�

�9
月
�

�4
月
�

9
月

　
�

�10
月
�

11
月
�

�2
月

　
�

4
月
�

6
月
�

7
月
�

�1
月
�

4
月
�

10
月
�

�3
月
�

6
月

　
�

7
月
�

�12
月
�

�3
月
�

▲藤橋の竣工式（昭和３１年）�

▲旧橋と並ぶ雄神橋（昭和３５年）�



昭
和
40
年
�

昭
和
41
年
�

昭
和
42
年
�

昭
和
43
年
�

昭
和
44
年
�

昭
和
45
年
�

8最終号�

雄
神
保
育
所
開
設
�

庄
川
町
立
庄
川
小
学
校（
統
合
）発
足
�

新
校
舎
建
設
着
工
�

勤
労
者
分
譲
住
宅
２６
戸
完
成
�

�国
道
改
良
工
事「
金
屋
ト
ン
ネ
ル
」「
山
見
橋
」完
成
�

青
島
保
育
所
・
湯
山
保
育
所
開
設
�

「
東
京
庄
川
会
」設
立
さ
れ
る
�

�小
牧
地
区
に
飲
料
水
供
給
施
設
完
成
�

種
田
保
育
所
開
設
�

町
営
貯
木
場
開
設（
営
林
署
よ
り
払
い
下
げ
）�

雄
神
発
電
所
完
成
�

ご
み
焼
却
炉
増
設
完
成
�

名
ケ
原
地
区
に
飲
料
水
供
給
施
設
完
成
�

�庄
川
小
学
校
校
舎
完
成
�

青
島
保
育
所
完
成
�

「
庄
川
峡
」県
定
公
園
に
指
定
�

役
場
位
置
変
更（
青
島
４
０
１
番
地
）�

種
田
保
育
所
完
成
�

和
田
川
共
同
水
路
通
水
�

雄
神
児
童
館
完
成
�

�観
光
会
館
完
成（
小
牧
地
内
）�

庄
川
町
農
業
協
同
組
合
発
足
�

天
皇
、皇
后
両
陛
下
行
幸
啓
　
町
内
を
御
通
過
�

砺
波
地
区
　
広
域
市
町
村
圏
に
指
定
�

国
道
改
良
工
事
　
庄
川
船
舶
ま
で
完
成
�

雄
神
保
育
所
完
成
�

�東
山
見
保
育
所
完
成
�

4
月
�

10
月
�

���2
月
�

4
月
�

9
月
�

�2
月
�

4
月
�

��12
月
�

��3
月
�

�4
月
�

6
月
�

7
月
�

11
月
�

12
月
�

�3
月
�

�5
月
�

8
月
�

�9
月
�

�3
月
�

▲北陸銀行庄川支店廃止反対運動、富山本店にて（昭和４３年）�

▲「庄川峡」県定公園に指定（昭和４３年）�

▲柔友会や中学校クラブ員を指導するヘー�
　シンク（昭和４１年）�

▲天皇、皇后両陛下奉迎のアーチづくり（昭和４４年）�



昭
和
46
年
�

昭
和
47
年
�

昭
和
48
年
�

昭
和
49
年
�

町 の 花 木 � 町 の 花 � 町 の 木 �

9 最終号�

南
砺
消
防
組
合
に
加
入（
消
防
政
令
指
定
を
受
け
る
）�

税
の
集
合
徴
収
方
式
採
用
�

庄
川
町
工
場
協
会
発
足
�

落
シ
地
区
に
飲
料
水
供
給
施
設
完
成
�

�庄
川
町
都
市
計
画
区
域
の
指
定
を
受
け
る
�

庄
川
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
、庄
川
児
童
館
完
成
�

岩
黒
住
宅
団
地
の
造
成
工
事
着
工
�

庄
川
峡
老
人
保
養
セ
ン
タ
ー
舟
戸
荘（
県
社
会
福

祉
事
業
団
）完
成
�

雄
神
、種
田
両
保
育
所
に
プ
ー
ル
完
成
�

庄
川
町
役
場
庁
舎
完
成
�

流
雪
溝
　
本
町
通
り
全
線
に
設
置
�

�庄
川
町
土
地
改
良
区
発
足（
旧
種
田
、青
島
土
地

改
良
区
合
併
）�

庄
川
町
都
市
計
画
街
路
網
決
定
�

庄
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
化
�

第
１
回
庄
川
町
社
会
福
祉
大
会
�

加
越
能
鉄
道
加
越
線
廃
止
に
よ
り
バ
ス
代
替
運
転
�

庄
川
町
都
市
計
画
骨
子
決
定
�

�庄
川
町
総
合
計
画
基
本
構
想
策
定
�

岩
黒
住
宅
団
地
入
居
開
始
�

庄
川
小
学
校
プ
ー
ル
完
成
�

町
の
花
木
決
ま
る（
花
―
山
吹
・
花
木
―
江
戸
彼

岸
桜
・
木
―
柚
子
）�

県
営
ほ
場
整
備
事
業
庄
川
地
区
着
工
�

林
道
若
宮
線
開
設
工
事
完
成
�

�庄
川
郵
便
局
新
局
舎
完
成
�

庄
川
町
で
富
山
県
植
樹
祭
�

4
月
�

�5
月
�

12
月
�

�3
月
�

��4
月

　
�

7
月
�

11
月
�

12
月
�

�3
月

　
�

��8
月
�

9
月
�

11
月
�

�3
月
�

6
月
�

7
月
�

10
月

　
�

12
月
�

��3
月
�

5
月
�

▲着々と進む岩黒団地造成工事（昭和４６年）�

▲代替バスの開通（昭和４７年）�

　西日本から中国大陸の一部に自生
する桜。時には２０ｍもの大木となり
ます。彼岸桜とは別種で、めしべが毛
でおおわれる点で区別できます。春
になると向い山（砺波嵐山）の山腹に
２００本以上の桜が咲きます。雪の多
い北陸の山中に、このように多く自生
しているのは、大変珍しいものです。�

　バラ科の落葉低木。茎は緑色で根
もとから多数叢、高さ約１ｍ。�
　４月から５月にかけて、山々の斜面
のいたる所に、黄色のかわいい花が
咲きます。遠目に見ると、若葉の緑の
じゅうたんの中に、黄色の絵の具を点々
と落としたように見えます。�

　ミカン科の常緑低木。枝幹、葉の
つけ根にトゲが多く、葉は長卵形です。�
　庄川柚子は、特有の嵐があること
などから露が降りず、好条件となって
香り高い柚子を古くから栽培してい
ます。�
　また、表面が粗く、凸凹が目立ち香
気が強いのが特徴です。�



敬老の町宣言�

○ おとしよりを交通事故から守ろう。�
○ ひとりぐらし老人に愛のひと声を。�
○ おとしよりになんでも相談し話を聞こう。�
○ おとしよりの住みよい家づくりを考えよう。�
○ いつも自分の健康状態に気をつけよう。�
○ 学習活動・社会奉仕活動に積極的に参加しよう。�

昭
和
49
年
�

昭
和
50
年
�

昭
和
51
年
�

昭
和
52
年
�

昭
和
53
年
�

10最終号�

▲松原遺跡の発掘調査（昭和４９年）�

▲「舟戸橋」完成（昭和５３年）�

▲敬老の町宣言（昭和５２年）�

町の実践目標�

昭和52年9月制定�

種
田
児
童
館
完
成
�

松
原
遺
跡
本
格
的
発
掘
調
査
�

庄
川
町
警
察
官
派
出
所
完
成
�

三
条
山
遊
歩
道
完
成
�

�ファ
ー
ム
ポ
ン
ド（
ほ
場
整
備
事
業
）通
水
開
始
�

庄
川
〜
小
矢
部
自
転
車
道
一
部
開
通
�

庄
川
町
民
体
育
館
完
成（
後
の
中
学
校
体
育
館
）�

庄
川
町
民
運
動
場
完
成
�

庄
川
町
史（
上
・
下
巻
）発
刊
�

広
域
基
幹
林
道
牛
岳
線
新
設
着
工
�

庄
川
地
区（
天
正
・
五
ケ
）農
免
道
路
完
成
�

「
新
緑
と
紅
葉
の
庄
川
峡
」
北
陸
観
光
百
選
に

１
位
入
賞
�

弁
財
天
公
園
完
成
�

�東
山
見
保
育
所
増
築
工
事
完
成
�

青
島
児
童
遊
園（
加
越
線
跡
地
）完
成
�

町
議
会
議
員
定
数
１４
名（
２
名
減
）に
よ
る
初
回

選
挙
執
行
�

種
田
地
区
に
定
期
バ
ス
運
行
�

台
風
１７
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
被
害（
庄
川
堤
防

各
所
で
決
壊
）�

東
山
見
児
童
館
完
成
�

�種
子
近
代
化
整
備
事
業
に
着
手
�

関
西
電
力
庄
川
電
力
所
社
屋
完
成
�

青
山
墓
地
拡
張
工
事
完
成
�

弁
財
天
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
成
�

種
田
工
業
団
地
造
成
�

「
敬
老
の
町
」
宣
言
�

国
道
改
良
工
事
　
小
牧
〜
祖
山
間
完
成
�

井
波
庄
川
消
防
署
庁
舎
完
成
�

�町
営
住
宅
金
屋
団
地
１
号
棟
完
成
�

10
月
�

����4
月
�

�5
月
�

10
月
�

11
月
�

��　
　

　
�

12
月
�

�3
月
�

4
月
�

6
月

　
�

7
月
�

9
月

　
�

11
月
�

�3
月
�

4
月
�

5
月
�

6
月
�

7
月
�

9
月
�

10
月
�

12
月
�

�3
月
�



一、自然を愛し　水の恵みに感謝します。�
一、健　康　で　明るい家庭を築きます。�
一、勤労を尊び　生活を豊かにします。�
一、老人を敬い　青少年の夢を育てます。�
一、教養を深め　郷土の文化を高めます。�

町民憲章�

昭
和
54
年
�

昭
和
55
年
�

昭
和
56
年
�

昭
和
57
年
�

11 最終号�

▲庄川中学校校舎新築工事竣工（昭和５３年）�

▲町民運動場に夜間照明施設完成（昭和５４年）�

▲一本橋恵水園完成（昭和５７年）�

庄川の清流と美しい緑に恵まれた私たちは、庄川町民であることに�
誇りをもち、隣人との心のふれあいを深め、さらに力をあわせ、人間性�
豊かな活力ある文化の町づくりをめざして、この憲章を定めます。�

昭和57年5月28日（町制施行30周年記念制定）�

「
舟
戸
橋
」
完
成
�

農
村
総
合
整
備
事
業
地
区
指
定
受
け
る
�

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
は
じ
ま
る
�

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
庄
川
右
岸
地
区
着
工
�

庄
川
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
竣
工
�

母
子
休
養
ホ
ー
ム「
や
ま
ぶ
き
荘
」、「
庄
川
峡
働

く
婦
人
の
家
」完
成
�

�第
4
分
団
消
防
機
具
置
場
完
成
�

「
名
誉
町
民
」条
例
制
定
　
名
誉
町
民
に
朝
倉

外
治
氏
を
推
挙
�

青
島
農
村
工
業
団
地
造
成
�

保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
�

県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
雄
神
地
区
着
工
�

老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー「
高
砂
会
館
」オ
ー
プ
ン
�

町
民
運
動
場
に
夜
間
照
明
施
設
完
成
　
�

台
風
１６
号
に
よ
る
集
中
豪
雨
被
害
大
�

国
道
改
良
工
事
　
庄
川
町
〜
白
川
村
間
完
成
�

�庄
川
中
学
校
武
道
館
完
成
�

庄
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成
�

庄
川
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
竣
工
�

湯
山
簡
易
水
道
事
業
完
成
�

都
市
計
画
用
途
地
域
の
指
定
を
う
け
る
�

�五
六
豪
雪
　
横
住
・
隠
尾
地
区
の
集
落
孤
立
�

前
山
小
規
模
水
道
事
業
完
成
�

第
２
次
庄
川
町
総
合
計
画
策
定
�

�金
屋
幹
線
用
水
路
改
修
工
事
竣
工
�

県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
　
庄
川
合
口
地
区
完
了
�

庄
川
町
身
体
障
害
者
協
会
が
法
人
化
�

舟
戸
公
園
整
備
事
業
完
成
�

一
本
橋
恵
水
園
完
成
�

「
町
民
憲
章
」
制
定
�

4
月
�

5
月
�

��11
月
�

　
　

　
�

�1
月
�

　
　

　
�

3
月
�

�4
月
�

7
月
�

9
月
�

�11
月
�

�3
月
�

���5
月
�

�1
月
�

3
月
�

5
月
�

�3
月
�

�4
月
�

5
月
�

��



昭
和
58
年
�

昭
和
59
年
�

昭
和
60
年
�

昭
和
61
年
�

昭
和
62
年
�

昭
和
63
年
�

平
成
元
年
�

12最終号�

▲名誉町民に松村外次郎氏を推挙（昭和５８年）�

▲牛岳トンネル貫通（昭和６２年）�

▲瓜裂清水が全国名水百選に選定（昭和６０年）�

▲「雄神大橋」開通（平成元年）�

名
誉
町
民
に
松
村
外
次
郎
氏
を
推
挙
�

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
夜
間
照
明
完
成
�

�コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成
�

第
２
次
町
日
中
友
好
団
　
訪
中
�

県
営
ほ
場
整
備
事
業
　
雄
神
地
区
完
了
�

�「
瓜
裂
清
水
」
が
全
国
名
水
百
選
に
選
定
�

水
記
念
公
園
噴
水
完
成
�

弁
財
天
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場
完
成
�

閑
乗
寺
い
こ
い
の
広
場
完
成
�

防
災
行
政
無
線
同
報
系
・
移
動
系
通
信
施
設
開
局
�

��シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設
�

新
農
業
構
造
改
善
事
業
は
じ
ま
る
�

水
記
念
公
園
第
１
次
オ
ー
プ
ン
�

�雄
神
農
業
集
落
排
水
施
設
着
工
�

学
校
給
食
優
良
校
に
庄
川
中
学
校
決
定
�

牛
岳
ト
ン
ネ
ル
貫
通
�

��雄
神
橋
歩
道
橋
完
成
�

牛
岳
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
文
部
大
臣
表
彰
受
賞
�

�雄
神
水
稲
育
苗
施
設
竣
工
�

雄
神
大
橋
開
通
�

総
合
行
政
電
算
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト
�

金
屋
西
部
営
農
組
合
を
設
立
�

庄
川
開
発
㈱
設
立
�

�

6
月
�

11
月
�

�3
月
�

10
月
�

11
月
�

�3
月
�

5
月
�

7
月
�

10
月
�

12
月
�

��3
月
�

4
月
�

6
月
�

�8
月
�

9
月
�

10
月
�

��6
月
�

10
月
�

�1
月
�

3
月
�

4
月
�

�5
月
�

�



平
成
2
年
�

平
成
3
年
�

平
成
4
年
�

一、光、水、大地、このかけがえのないふるさとの自然を�
　　未来に伝えます。�
一、野をうるおし、恵みを与える清い流れを未来に伝えます。�
一、森や林は水のふるさと、青く清い山々を守り、美しい緑を�
　　未来に伝えます。�
一、安らぎとうるおいを与えてくれる緑を育み、いつくしむ心を�
　　未来に伝えます。�

みどりの町宣言�

13 最終号�

▲庄川エントランスタウン完成（平成3年）�

▲清子内親王殿下ケアポート庄川へ来訪（平成4年）�

▲水記念公園竣工（平成2年）�

庄
川
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ
竣
工
�

庄
川
町
水
記
念
公
園
竣
工
�

第
１
回
庄
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン
開
催（
メ
キ
シ
コ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
君
原
選
手
参
加
）�

�庄
川
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
タ
ウ
ン
完
成
�

庄
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー（
愛
称
「
庄
川
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
）竣
工
�

����������������社
会
福
祉
総
合
施
設「
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
」竣
工
�

老
人
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー「
高
砂
会
館
」完
成
�

町
内
に「
福
祉
バ
ス
」運
行
開
始
�

「
み
ど
り
の
町
」
宣
言
�

清
子
内
親
王
殿
下
　
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
へ
来
訪
�

第
１
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
庄
川
町
で
開
催
�

町
営
住
宅
三
谷
団
地
１
号
棟
完
成
�

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
完
成
�

�

4
月
�

7
月
�

8
月

　
�

�4
月
�

11
月

　
�

����������������4
月
�

��6
月
�

7
月
�

�9
月
�

10
月
�

▲庄川町生涯学習センター（愛称「庄川ふれあいセン�
　ター」）竣工（平成3年）�

豊かな水と緑に恵まれた私たち庄川町民は、この美しい郷土に誇りと�
愛着をもち、自然を大切にし、清らかな水と緑豊かな町づくりをめざし、次のことを守ります。�

平成4年6月6日（町制施行40周年記念制定）�



平
成
5
年
�

平
成
6
年
�

平
成
7
年
�

平
成
8
年
�

14最終号�

み
ど
り
の
広
場「
パッ
ト
ゴ
ル
フ
場
」完
成
�

町
民
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成
�

水
記
念
公
園
に
子
供
の
城（
遊
び
場
）開
園
�

庄
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
設
立
�

舟
戸
公
園
ゲ
ー
ト
展
望
休
憩
所
完
成
�

町
営
住
宅
三
谷
団
地
２
号
棟
完
成
�

�町
営
住
宅
三
谷
団
地
３
号
棟
完
成
�

水
記
念
公
園
に
展
望
休
憩
所
兼
ト
イ
レ
完
成
�

㈱
庄
川
泉
源
が
「
庄
川
清
流
温
泉
」
給
湯
開
始
�

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技
開
催
�

高
儀
新
ニュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
開
始（
２４
区
画
）�

�と
な
み
野
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
�

落
シ
地
区
地
す
べ
り
対
策
事
業
完
成
�

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
一
部
供
用
開
始

（
金
屋
地
内
）�

北
海
道
鵡
川
町
と
姉
妹
都
市
提
携
調
印
式
�

「
関
西
庄
川
会
」設
立
さ
れ
る
�

庄
川
用
水
合
口
堰
堤
水
門
改
修
工
事
竣
工
�

金
屋
地
区
で
宅
地
分
譲
地
の
分
譲
開
始（
６
区
画
）�

��第
３
次
庄
川
町
総
合
計
画
後
期
計
画
を
策
定
�

町
営
住
宅（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）「
グ
リ
ー
ン
ハ

イ
ツ
示
野
」第
１
期
工
事
完
成
�

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
着
手
�

中
国
遼
寧
省
連
山
区
よ
り
友
好
訪
日
団
来
町
�

姉
妹
都
市「
鵡
川
町
」と
の
職
員
交
流
開
始
�

庄
川
峡
遊
覧
船
新
船「
や
ま
ぶ
き
」進
水
式
�

閑
乗
寺
高
原
に
森
林
体
験
交
流
促
進
休
養
休

憩
施
設
コ
テ
ー
ジ
「
夢
木
香
村
」
完
成
�

�

4
月
�

��6
月
�

7
月
�

9
月
�

�3
月
�

4
月
�

7
月
�

8
月
�

12
月
�

�3
月
�

4
月
�

　
　

　
�

7
月
�

9
月
�

11
月
�

���3
月
�

　
　

　
�

4
月
�

5
月
�

�6
月
�

7
月

　
�

�

庄川ゆず�
イメージキャラクター�

▲町民体育センター竣工記念交流試合　東芝対日本電装�
　（日本実業団リーグ女子バレーボール）　（平成5年）�

▲㈱庄川泉源が「庄川清流温泉」給湯開始（平成6年）�

▲北海道鵡川町との姉妹都市提携（平成7年）�



シンボルマーク�

庄川町のイニシャル『Ｓ』をモチーフに、
「豊かな自然（庄川・水・緑・温泉）「輝く
太陽」「生き生きとした町民の姿」「特
産物のゆず」をイメージしました。全体
はフリーハンドタッチで表現し、未来に
向けて飛躍・発展する庄川町を親しみ
やすくシンボライズしました。�

（町制施行45周年記念制定）�

平
成
9
年
�

平
成
10
年
�

15 最終号�

姉
妹
都
市
「
鵡
川
町
」
と
の
小
学
6
年
生
友
好

交
流
訪
問
団
相
互
派
遣（
平
成
12
年
ま
で
５
回

実
施
）�

青
島
保
育
所
改
築
工
事
竣
工
�

水
記
念
公
園
で
富
山
県
育
樹
祭
開
催
�

��グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
示
野
団
地
内
に
集
会
場
完
成
�

町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定
�

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
庄
川
に「
道
の
駅
」誕
生
�

農
村
総
合
整
備
事
業
に
着
手
�

一
本
橋
水
環
境
整
備
工
事
竣
工
�

若
者
の
館
完
成
�

小
学
校
大
規
模
改
修
工
事（
５
カ
年
継
続
）竣
工
�

2
0
0
0
年
国
体
庄
川
町
実
行
委
員
会
設
立
�

国
道
１
５
６
号
と「
ケ
ア
ポ
ー
ト
庄
川
」を
結
ぶ

町
道
第
１
０
３
号
線
完
成（
現
・
町
道
第
17
号
線
）�

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
蔵
」完
成
�

「
庄
川
の
情
景
」を
詠
む
短
歌
第
1
回
作
品
募
集
・

歌
碑
の
設
置
�

��庄
川
町
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
�

青
島
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
成
�

雄
神
保
育
所
改
築
工
事
竣
工
�

古
上
野
住
宅
団
地
第
１
工
区
分
譲
開
始（
１２
区
画
）�

常
備
消
防
が
広
域
合
併
　
砺
波
広
域
圏
事
務
組

合
で
事
務
を
共
同
処
理
開
始
�

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地「
松
原
遺
跡
」調
査
開
始
�

集
中
豪
雨
に
よ
り
床
下
浸
水
、土
砂
崩
れ
な
ど

の
被
害
発
生
�

「
こ
ど
も
1
1
0
番
の
家
」設
置
�

町
営
住
宅
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
「
グ
リ
ー
ン
ハ

イ
ツ
示
野
」
第
２
期
工
事
完
成
�

　
　

　
　

　
�

8
月
�

10
月
�

��3
月
�

4
月
�

����8
月
�

�9
月

　
�

�11
月

　
�

��1
月
�

3
月
�

�4
月
�

　
　

　
�

8
月
�

　
　

　
�

10
月
�

12
月
�

▲「グリーンハイツ示野」完成（平成１０年）�

▲姉妹都市鵡川町との小学6年生交流訪問団相互派遣�
　（平成8年）�

▲閑乗寺高原に「夢木香村」完成（平成8年）�

▲若者の館完成（平成9年）�



平
成
11
年
�

平
成
12
年
�

16最終号�

古
上
野
住
宅
団
地
第
２
工
区
分
譲
開
始（
２２
区
画
）�

種
田
保
育
所
改
築
工
事
竣
工
�

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
町
地
域
振
興
券
を

発
行
�

町
政
モ
ニ
タ
ー
４
名
を
選
任
�

第
55
回
国
民
体
育
大
会
剣
道
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル

大
会
開
催
�

庄
川
親
雪
体
育
館
完
成
�

庄
川
町
種
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
�

ふ
る
さ
と
庄
川
百
景「
景
観
指
定
席
50
選
」決
定
�

��コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
２
０
０
０
年
問
題
対
応
�

デ
イ
ホ
ー
ム
「
つ
わ
ぶ
き
」
青
島
地
区
に
開
所
�

庄
川
町
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
制
定
�

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト
�

町
議
選
１２
年
ぶ
り
に
無
投
票
当
選
�

育
児
支
援
セ
ン
タ
ー
を
青
島
児
童
館
に
開
設
�

中
学
校
の
組
合
立
を
５５
年
ぶ
り
に
解
散「
町
立

庄
川
中
学
校
」誕
生
�

デ
イ
ホ
ー
ム
「
あ
す
な
ろ
」
東
山
見
地
区
に
開
所
�

庄
川
船
舶
７０
周
年
�

２
０
０
０
年
国
体
の
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
隊
　

町
を
継
走
�

２
０
０
０
年
と
や
ま
国
体
剣
道
競
技
開
催
　
剣

道
競
技
富
山
県
男
女
総
合
優
勝
　
�

三
笠
宮
寛
仁
親
王
妃
殿
下
信
子
様
　
剣
道
会

場
を
視
察
�

デ
イ
ホ
ー
ム
「
も
み
の
家
」
種
田
地
区
に
開
所
�

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
町
内
全
域
で
加
入
可
能
�

第
４
次
庄
川
町
民
総
合
計
画
を
策
定
�

ミ
レ
ニ
ア
ム
記
念
事
業「
２
０
０
１
年
カ
レ
ン
ダ
ー

庄
川
百
景
」全
戸
配
布
�

�

1
月
�

3
月
�

　
　

　
�

4
月
�

6
月

　
�

7
月
�

10
月
�

12
月
�

��1
月
�

2
月
�

4
月
�

　
　
�

6
月
�

�　
　

　
�

7
月
�

9
月
�

10
月

　
�

　
　

　
�

　
　

　
�

�12
月
�

�　
　

　
�

�

▲庄川町親雪体育館完成（平成１１年）�

▲「２１世紀まちづくり会議」２１回開催（平成１３年）�

▲青島、雄神、種田保育所の改築工事が次々と竣工�
　　　　　　　　　　　（平成１１年、種田保育所）�

▲育児支援センターを青島児童館に開設�
　　　　　　　　　　　　　（平成１２年）�

▲ポイ捨て防止条例制定�
　　　　　　　　（平成１２年）�



平
成
13
年
�

平
成
14
年
�

17 最終号�

�庄
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
法
人
化
�

庄
川
町
情
報
公
開
制
度
が
ス
タ
ー
ト
�

庄
川
町
自
治
振
興
会
が
発
足
�

環
境
モ
ニ
タ
ー
２
名
委
嘱
�

青
島
地
内（
旧
駅
前
）住
宅
団
地
分
譲
開
始
�

庄
川
町
消
防
団
第
４
分
団
機
械
器
具
置
場
新

築
工
事
完
成
�

庄
地
内
で
弥
生
末
期
か
ら
古
墳
前
期
の
も
の
と

み
ら
れ
る
方
形
墳
３
基
を
発
見（
金
剛
寺
古
墳

群
と
名
付
け
る
）�

「
２１
世
紀
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
２１
回
開
催（
５
月

〜
１１
月
）�

水
記
念
公
園
内
に
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
完
成
�

雄
神
体
育
館
完
成
�

社
会
に
学
ぶ
「
１４
歳
の
挑
戦
」
に
庄
川
中
学
校
２

年
生
７２
名
参
加
�

町
内
出
身
者
が
第
３３
回
日
展
会
員
賞
を
同
時
受

賞（
藤
森
兼
明
氏
・
嶋
田
秀
男
氏
）�

デ
イ
ホ
ー
ム
「
お
が
み
の
郷
」
雄
神
地
区
に
開
所
�

���町
内
の
主
要
道
路
に
愛
称
決
定
�

小
牧
ダ
ム
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
�

庄
川
町
参
与
３
名
決
定
�

地
域
安
全
推
進
員
１２
名
委
嘱
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
　
人
文
字
撮
影
�

庄
川
町
消
防
団
第
５
分
団（
女
性
団
員
）結
成
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典
挙
行
�

第
５０
回
庄
川
町
観
光
祭
開
催
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念「
庄
川
百
景
写
真
集
」

刊
行
�

�2
月
�

4
月
�

��5
月
�

　
　

　
�

　
　

　
　

　
�

　
　

　
�

6
月
�

11
月
�

　
　

　
�

　
　

　
�

����1
月
�

3
月
�

4
月
�

�5
月
�

�6
月
�

▲環境モニター委嘱（平成１３年）�

▲社会に学ぶ14歳の挑戦（平成１３年）�

▲雄神体育館完成（平成１３年）�
▲各地区にデイホームを開所�
　（雄神地区「おがみの郷」）（平成１２、１３年）�



平
成
14
年
�

平
成
15
年
�

18最終号�

「
エ
コ
ー
は
が
き
」「
写
真
で
つ
づ
る
５０
年
の
あ
ゆ

み
」発
刊
�

水
記
念
公
園
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
に「
片
山
等
記

念
庄
川
民
芸
館
」展
示
館
オ
ー
プ
ン
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念「
庄
川
あ
ゆ
ま
つ
り
」開
催
�

デ
イ
ホ
ー
ム「
白
百
合
」東
山
見
東
部
地
区
に
開
所
�

２
０
０
２
庄
川
水
ま
つ
り「
町
制
施
行
５０
周
年
記

念
」と
し
て
優
勝
賞
金
５０
万
円
進
呈
�

第
１３
回
庄
川
清
流
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
過
去
最
高
の

１，
０
６
６
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
�

庄
川
町
議
会
市
町
村
合
併
特
別
委
員
会
設
置
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
　
日
本
木
彫
の
世
紀
を

ひ
ら
く
澤
田
政
廣
展
開
催
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
別
巡
回
ラ
ジ

オ
体
操
・み
ん
な
の
体
操
会
」開
催
�

閑
乗
寺
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
改
装
オ
ー
プ
ン
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
「
ダ
ッ
ク
レ
ー
ス
ｉ
ｎ
庄

川
」
開
催
�

辻
志
郎
氏
日
展
で
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト「
水
不
動

明
王
」除
幕
式
�

庄
川
町
消
防
団
５０
周
年
記
念
式
典
�

町
制
施
行
５０
周
年
記
念「
庄
川
町
史
続
巻
」発
刊
�

砺
波
市
と
の
任
意
合
併
協
議
会
に
参
加
�

���第
５０
回
庄
川
町
成
人
式
�

庄
川
町
議
会
定
例
会（
砺
波
市
・
庄
川
町
合
併
協

議
会
設
置
に
つ
い
て
可
決
）�

砺
波
市
・
庄
川
町
合
併
協
議
会
設
立
�

主
要
地
方
道
富
山
庄
川
線
「
藤
橋
」
起
工
式
�

藤
森
町
長
再
選「（
無
投
票
当
選
　
３
期
目
）�

6
月
�

　
　

　
�

　
　
7
月
�

　
　
�

8
月

　
　
�

　
　

　
�

�　
　

　
�

9
月

　
�

�10
月

　
　
�

11
月
�

　
　

　
�

��12
月
�

���1
月
�

3
月

　
�

4
月
�

��

▲小牧ダムが国登録有形文化財に登録�

▲町制施行５０周年記念式典挙行�

▲町制施行５０周年記念事業�
　「庄川あゆまつり」開催�

▲町制施行５０周年記念事業�
　「ダックレースｉｎ庄川」開催�



平
成
16
年
�

19 最終号�

砺
波
市
・
庄
川
町
合
併
重
点
支
援
地
域
指
定
�

町
体
育
協
会
設
立
５０
周
年
記
念「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ

ー
２
０
０
３
ｉｎ
庄
川
」開
催
�

町
体
育
協
会
設
立
５０
周
年
記
念
式
典
�

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
稼
動
�

と
や
ま
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
開
始
�

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
完
成
�

二
万
石
用
水
親
水
空
間
整
備
工
事
完
成
�

���庄
川
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
　
ア
ユ
ー
ズ
設
立
�

砺
波
市
・
庄
川
町
合
併
協
定
調
印
式
�

砺
波
市
・
庄
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
合
併
契
約

調
印
式
�

庄
川
町
議
会
臨
時
会
で
合
併
関
連
議
案
４
件
が

可
決
さ
れ
る
�

合
併
申
請
書（
廃
置
分
合
申
請
書
）を
富
山
県

知
事
へ
申
請
�

戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
�

庄
川
町
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
開
始
式
�

庄
川
町
最
後
と
な
る
町
議
会
議
員
１
０
名
が
決

ま
る（
無
投
票
当
選
）�

合
併
決
定
書
が
交
付
�

総
務
大
臣
に
よ
る
廃
置
分
合
の
告
示
�

新
「
砺
波
市
」
の
市
章
が
決
定
�

「
庄
川
合
口
堰
堤
」が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
�

（
社
）砺
波
市
・
庄
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
統

合
契
約
調
印
式
�

庄
川
町
閉
町
式
�

「
庄
川
と
散
居
に
広
が
る
健
康
フ
ラ
ワ
ー
都
市
」

新「
砺
波
市
」誕
生
�

5
月
�

�　
　
7
月
�

8
月
�

11
月
�

12
月
�

����3
月
�

4
月
�

　
　

　
　
�

　
　

　
　
�

　
　

　
　
�

5
月
�

　
　
�

6
月
�

　
　
�

　
　
7
月
�

8
月
�

�9
月
�

　
　

10
月
�

11
月
�

▲砺波市・庄川町合併協議会設立�

▲新「砺波市」の市章が決定�

▲砺波市・庄川町合併協定調印式�

▲主要地方道富山庄川線「藤橋」起工式�



0

100
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500

600

700

800

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
43年�

（人）� 小学校児童数�

622 644
720

458
360

庄川町の人口と世帯数�

8,168
7,772 7,519 7,634 7,387 7,349

1,566 1,666 1,768
1,928 1,977

2,120

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
40年�

昭和�
30年�

庄川町の出生人数�

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
40年�

昭和�
30年�

126136

73

110

69 67

中学校生徒数�

576
519

309

403

263 245

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
40年�

昭和�
30年�

町 民 税 �

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
40年�

昭和�
30年�

7,083
18,740

61,400

307,923

410,187
364,445

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

自動車保有台数�

2,113

3,495

4,879

5,416

20最終号�

2,000

4,000
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（人）�

（千円）�

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000
（台）�

（国調）�

（統計しょうがわ参考）�

（統計しょうがわ参考）�（統計しょうがわ参考）�

（統計しょうがわ参考）� （統計しょうがわ参考）�



産 業 別 人 口 �

総
数
4
、1
4
5
人
�

総
数
4
、4
5
1
人
�

総
数
4
、3
3
7
人
�

総
数
4
、3
0
1
人
�

総
数
4
、2
7
7
人
�

総
数
4
、0
7
8
人
�

平成�
12年�

平成�
7年�

昭和�
60年�

昭和�
50年�

昭和�
40年�

昭和�
30年�

第一次産業�

第二次産業�

第三次産業�

2,173

989

983

1,458

1,658

1,335

932

1,832

1,573

539

2,050

1,712

323

1,977

1,977

187

1,829

2,062

歴代町議会議長�

1～4�

5～8�

9�

10�

11�

12�

13・14�

15�

16�

17�

18�

19�

20・21�

22・23�

24�

25�

26�

27�

28�

29・30

歴 代 町 長 �

1�

2～3�

4～5�

6～11�

12～14

21 最終号�

0

1000

2000

3000

4000

5000
木村長次郎�

神下　正次�

中島　孝雄�

坂井　幸雄�

小西　安治�

有沢　健蔵�

南部半次郎�

上野　正二�

小西　安治�

横井　清吉�

村井　隆憲�

小西　安治�

村井　隆憲�

石森　幸一�

池田　守正�

小西　　巖�

太田　信良�

池田　守正�

山森　文夫�

山田　善久�

昭和27.7.  3～昭和35.  7.  3�

　　35.7.  4～　　42.  3.30�

　　42.5.30～　　43.  7.11�

　　43.7.11～　　45.  2.  6�

　　45.2.  7～　　46.  4.  6�

　　46.4.  7～　　47.  6.29�

　　47.7.  4～　　50.  9.17�

　　50.9.17～　　51.  6.29�

　　51.7.  1～　　53.  6.19�

　　53.6.20～　　55.  6.30�

　　55.7.  1～　　57.  6.17�

　　57.6.18～　　59.  7.  2�

　　59.7.  2～　　63.  6.29�

　　63.6.30～平成  4.  6.29�

　　  4.6.30～　　  6.  6.12�

　　  6.6.13～　　  8.  7.  2�

　　  8.7.  3～　　10.  6.18�

　　10.6.19～　　12.  6.29�

　　12.6.30～　　14.  6.19�

　　14.6.20～　　16.10.31�

�

代� 氏　　名� 在 職 期 間 �

藤崎　博明�

斎藤　平治�

藤崎　博明�

村井　武一�

藤森　栄次�

昭和27.7.  1～昭和30.  4.  2�

　　30.5.20～　　38.  5.  6�

　　38.5.  7～　　46.  5.  6�

　　46.5.  7～平成  7.  5.  6�

平成  7.5.  7～平成16.10.31

代� 氏　　名� 在 職 期 間 �

藤 崎  博 明 氏 � 斎 藤  平 治 氏 � 村 井  武 一 氏 �

（国調）�



22最終号�

菊
池
さ
ん
御
家
族�

美
し
い
水
と
花
の
新
市
を
大
切
に

守
り
た
い
ね�

渡
辺
さ
ん
御
家
族�

世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に�

山
本
さ
ん
御
家
族�

砺
波
市
の
人
と
友
達
に
な
り
た
い�

小
西
さ
ん
御
家
族�

水
と
花
の
新
市
　
　
　
　
　
　
　

気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
り
ま
〜
す�

吉田さん御家族�

自然環境豊かな新市で、健やか
に過ごそう�

柴田さん御家族�

新砺波市で　　　　　　　　　
みんななかよし、なかよし�

西岡さん御家族�

花と緑に囲まれ、みんなが住み
やすい新市へ�

森松さん御家族�

庄川の清流と豊かな砺波平野に
育まれ、新たな一歩を踏み出そう�

小西さん御家族�

いろいろな人と輪を広げよう�

古島さん御家族�

住みよい新市になりますように�

浅井さん御家族�

輝かしい未来へ旅立とう�

森田さん御家族�

新砺波市だーいすき�
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朝
倉
さ
ん
御
家
族�

夢
は
変
わ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　

頑
張
れ
　
庄
川
っ
子�

天
正
第
１
班�

活
気
あ
ふ
れ
る
新
市
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す�

武
田
さ
ん
御
家
族�

合
併
の
年
、
金
婚
式
と
と
も
に
思

い
出
と
な
る�

田中さん御家族�

水と花がきれいな砺波市になり
ますように�

鈴木さん御家族�

仲良し姉弟一姫二太郎　　　　
新市に向かってGO

柴垣さん御家族�

今年は新市＆悠真誕生　　　　
ハッピーメモリー�

梶さん御家族�

住みやすい新市になることを期
待します�

中島さん御家族�

水の町から花の新市へ交流の輪
を広めたいね�

小西さん御家族�

もっともっとたくさんの人と出
会えたらいいね�

米沢さん御家族�

花と緑に加え国際交流の新市に�

山下さん御家族�

将来を担う孫といっしょに�
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庄川支所の案内図�庄川支所の案内図�
（11月1日現在）�



庄川支所の仕事�庄川支所の仕事�
（　82‐1901）�

25 最終号�

庄川支所では、次の業務を取り扱います。�

管
　
　
　
理
　
　
　
課�

総
　
　
務
　
　
係�

地
域
振
興
係�

市
　
　
民
　
　
福
　
　
祉
　
　
課�

市
　
民
　
生
　
活
　
係�

福
　
祉
　
健
　
康
　
係�

総務関係��

選挙関係�

税務関係�
�

企画関係��

出納関係�

農林関係��

商工観光関係�

土木関係�

上下水道関係�

戸籍・住民票・印鑑
登録、各種証明、�
埋火葬許可�

外国人登録�

臨時運行許可�

国民健康保険関係�

国民年金関係�

老人保健関係�

環境関係�

各種手当関係�

児童福祉関係�

障害者福祉関係�
�

福祉医療費関係��

介護保険関係�

母子保険関係�

チャイルドシートの購入助成申請書受理及び貸出し、交通傷害保険加入申
請受理、自治振興会支援及び要望の取扱い�

選挙全般�

税務関係諸証明、公簿の閲覧（公図、名寄帳）、原動機付自転車及び小型特
殊自動車の登録、廃車申告受付�

ふるさとバス受付＊、となみ衛星通信テレビ加入申込み＊、地域情報ビデオ
テープ＊、印刷物等再整備事業補助金�

市税及び手数料等の収納、上下水道料金収納事務�

転用及び農振除外申請＊、農地利用権設定＊、市単独土地改良事業補助金＊、
有害鳥獣駆除＊、林道小規模修繕、農山地災害＊、散居景観保全事業＊�

中小企業融資の受付、伝統産業の振興、商工観光全般の相談�

道路及び河川の維持管理、消雪及び除雪関係、市営住宅全般の相談�

上水道の開閉栓申請＊、上下水道の使用料の算定の問合せ�

�
業務全般�
�

居住地変更登録、記載事項変更登録�

（本庁で取扱います。）�

国民健康保険の受付業務�

関係国民年金の受付業務�

老人保健医療の受付業務�

犬の登録受付、ごみ対策関係全般、市営墓地の受付�

各種申請書受付、現況届及び所得状況届受付�

保育所入所相談�

身体・療育・精神障害者手帳の申請及び交付、支援費制度申請、各種福祉サ
ービス申請�

各種福祉医療費の受給者証発行及び支給申請書等受付、療養費払い及び一
部還付等の申請受付�

介護保険の受付業務�

母子健康手帳の交付�

業　　務　　内　　容�課名�係名� 区　　　分�

※＊は、本庁への取次ぎ業務です。�

※本庁は、閉庁日の午前８時３０分から午後５時１５分までの受付窓口は生活環境課で、夜間の受付窓口は宿直室です。�

※庄川支所では、閉庁日の午前８時３０分から午後５時１５分まで及び夜間の受付窓口は宿日直室です。�
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１０
月
５
日
〜
８
日
に
わ
た
り
、
市
町
合
併
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
砺
波
消
防
署
よ
り
新
市
誕
生
後
の

常
備
消
防
業
務
の
変
更
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
後
、
新
市
誕

生
後
の
住
所
表
記
や
新
市
の
組
織
体
系
の
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
の
税
率
や
福
祉
バ
ス
の
路
線
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。�

　
説
明
会
に
は
、
多
数
の
町
民
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
い
ろ

い
ろ
な
質
問
や
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、各
地
区
の
ご
質
問
や
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

種
田
地
区
　〈
１０
月
５
日（
火
）〉�

・
井
波
庄
川
消
防
署
の
名
称
に
つ
い

て�

・
区
の
名
称
に
つ
い
て�

・
区
長
の
所
在
に
つ
い
て�

・
広
報
の
配
布
ル
ー
ト
に
つ
い
て�

・
税
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て�

・
広
報
縮
刷
版
の
作
成
に
つ
い
て�

・
陳
情
や
要
望
に
つ
い
て�

・
支
所
の
予
算
配
分
に
つ
い
て�

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
に

つ
い
て�

・
印
鑑
証
明
等
の
発
行
に
つ
い
て�

・
改
善
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
に
つ
い

て�

東
山
見
・
青
島
地
区�〈

１０
月
７
日（
木
）〉�

・
税
金
に
つ
い
て
１
世
帯
当
た
り
い

く
ら
程
安
く
な
る
の
か�

・
高
砂
会
館
の
使
用
料
や
講
師
の
謝

礼
に
つ
い
て�

・
市
民
体
育
大
会
の
開
催
に
つ
い
て�

・
町
の
施
設
案
内
標
識
の
設
置
に
つ

い
て�

・
新
砺
波
市
の
市
街
化
調
整
区
域
の

設
定
と
都
市
計
画
税
に
つ
い
て�

・
１
号
環
状
線
の
見
通
し
に
つ
い
て�

・
川
金
道
路（
県
道
新
湊
・
庄
川
線
）

の
改
良
計
画
に
つ
い
て�

・
福
光
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て�

雄
神
地
区
　〈
１０
月
８
日（
金
）〉�

・
高
齢
者
の
紙
お
む
つ
支
給
事
業
の

存
続
に
つ
い
て�

・
表
札
等
の
補
助
金
事
業
の
対
応
に

つ
い
て�

・
選
挙
の
立
候
補
者
掲
示
板
の
設
置

箇
所
の
変
更
に
つ
い
て�

・
健
康
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
の
一
般
者

の
利
用
に
つ
い
て�

・
戸
籍
に
つ
い
て
市
役
所
・
支
所
で

互
い
に
発
行
で
き
る
の
か�



　保育所は保護者が働いていたり、病気の状態
にあるなどのため、家庭において十分に保育す
ることができない児童を、家庭の保護者にかわ
って保育をすることを目的とする施設です。�
　このたびの合併に伴い、砺波市内全域の保育
所を対象に、入所の申込みができます。�
　平成 17年度保育所の入所受付は下記の日
程で行いますので、新規入所申込みの方は、希
望される保育所へお子さんと一緒に来園し、入
所申込みをしてください。�

入所受付の日程�

申込みに必要な書類�

問合先　各保育所 または 庄川支所 市民福祉課 　８２‐１９０２、市役所 高齢児童課（児童係）　３３‐１１１１�

平成17年度新規に保育所の入所を希望される方について、
次の日程で申込書の受付を行います。�

［保育所へ入所できる基準］�

●家庭外労働の家庭の児童　　　　　　　　
（保護者が外に働きに出ていて保育に欠ける）�

●家庭内労働の家庭の児童（保
護者が自営・パート等で働いて
いて保育に欠ける）�

●母親が出産前後や病気などの
状況にある家庭の児童�

●家庭内に病人がいて、在宅看
護を行っている家庭の児童�

27 最終号�

●保育所入所申込書�
●保護者の就労に関する証明書�
●祖父母（65歳未満の方）の就労等証明書�
●保育料口座振替依頼書（継続児は不要）�

　当日、都合の悪い方は12月3日（金）まで庄川支所市民福祉課または
市役所高齢児童課へお申込みください。�

日　　　　時� 定 員� 電話番号�

11月29日（月）9：00～15：00�
11月30日（火）9：00～15：00�
11月29日（月）9：00～13：00�
11月30日（火）9：00～13：00�
11月22日（月）9：00～15：00�
11月24日（水）9：00～15：00�
11月26日（金）9：00～15：00�
11月22日（月）9：00～15：00�
11月19日（金）9：00～15：00�
11月24日（水）9：00～15：00�
11月26日（金）9：00～15：00�
11月25日（木）9：00～15：00

100人�
90人�
45人�
45人�
170人�
140人�
130人�
160人�
200人�
70人�
60人�
90人�

※北部・太田は、３歳未満児対象�
※１７年度途中で入所を予定されている場合の予約申込みも受付をします。�

・乳児保育 （生後６カ月から）�

・延長保育 （７：００～１９：００）�

・一時保育�
 （未就園児一時預かり）�

・保育所施設開放�
 （保育サロン室）�

※申込みに必要な書類に
ついては、各保育所ま
たは庄川支所市民福祉
課、市役所高齢児童課
まで申し出てください。�

82‐3230�
82‐0239�
82‐3107�
82‐0305�
32‐2776�
32‐3508�
32‐4147�
33‐5250�
33‐1540�
33‐7720�
33‐6233�
37‐0005

保 育 所 名 �
（受付場所）�

東山見保育所�
青島保育所�
雄神保育所�
種田保育所�
出町保育所�
鷹栖保育所�
庄下保育所�
東部保育所�
油田保育所�
北部保育所※�
太田保育所※�
東般若保育園�



農業所得の収支計算について�
説明会を開催します！�
砺波地区農業所得標準協議会�

庄川支所 管理課 総務係 　82‐1901�
砺波市税務課 市民税係 　33‐1111　内線111�
砺波税務署 個人課税第一部門 　33‐7490

11月16日� 午後2～4時頃　庄川生涯学習センター    �
11月19日� 午後2～4時頃　砺波市体育センター ２階 大会議室�
11月22日� 午後2～4時頃　砺波市文化会館 多目的ホール�
11月25日� 午後2～4時頃　砺波市文化会館 多目的ホール�
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電話番号が変わります�

　１１月１日から、庄川支所内の電話番号が
以下のとおりとなります。�

   電話番号�
 庄川支所管理課（代表） ８２‐１９０１�
 市民福祉課 ８２‐１９０２�

   電話番号�
 教育委員会 総務課 ８２‐１９０３�
 生涯学習課 ８２‐１９０４�
 体育課 ８２‐１９０５�

平成１８年２月の確定申告から、農業所得はすべて収支計算によって申告していただ
くことになります。�
つきましては、初めて収支計算をされる方を対象に記帳方法や計算方法などについ

ての説明会を次のとおり開催しますので、ぜひご参加ください。�
なお、この説明会は、昨年１１月・今年６月に開催した説明会と同じ内容です。�

とき・会場�

※どの会場でも同じ内容です。�
�

問合先�

◎平成17年産米に係る農業所得金額の「お
知らせ」は、作成しません�

「お知らせ」に記載している農業所得の金額は、
比較的規模の小さな農家を対象として作成してい
る農業所得標準によるものです。しかし、農業経営
の多様化等による経営格差の拡大にともない、課
税の公平性の観点から、これまで便宜的に作成し
てきた「お知らせ」は、平成１７年産分から作成しま
せん。（平成１６年産分の作成が最後になります。）�

◎収支計算には書類の保存と記帳が必要です�

収支計算とは、実際の収入金額（販売代金等）から、
実際の必要経費（肥料・農薬費等）を差し引いて所
得を計算する方法です。また、実際の金額を把握す
る必要があるため、出荷伝票や請求書、領収書等の
書類を保存し、記帳する必要があります。�



問合先　砺波市 市民課 国保年金係　　33‐1111�
　　　　庄川支所 市民福祉課 市民生活係　　82‐1902

問合先　砺波市 生活環境課 　33‐1111／庄川支所 市民福祉課 　82‐1902

問合先　砺波市 生活環境課 　33‐1111／庄川支所 市民福祉課 　82‐1902
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１１月は国民年金制度推進月間です�
保険料はきちんと納めましょう！！�

　年金は、世代と世代の支え合いの制度です。あなたや家族の年金権を守るためにも、保険
料は忘れずに納めましょう。�
　保険料は、納付期限までに納めなければ、思わぬ事故等により障害が残ったり、生計を維
持している人が亡くなったときに、障害基礎年金や遺族基礎年金が受けられない場合があり
ます。�
　また、納付期限から２年間を経過すると納付することができなくなり、将来受給する老齢
基礎年金の年金額が少なくなったり、受けられない場合もあります。�
　保険料の納付は、社会保険庁から送付されてくる「納付案内書」により、納付期限までに金
融機関・郵便局、お近くの社会保険事務局で納めて下さい。�
　納付は、便利で確実な口座振替もご利用下さい。�
　また、お得な前納制度がありますので、希望される方は、社会保険事務局にご相談下さい。�

青山墓地を40区画造成しました�

　青山墓地西側上段付近に４０区画分を新たに造成しました。
先着順となりますので、ご希望の方は、お早めに申請ください。�

申 込 開 始　１１月１日から�

永代使用料　２００,０００円（新造成区画以外は４０,０００円）�
　　　　　　※この他に別途管理料１０年分２０，０００円が必要となります。�

廃品回収報奨金のお知らせ�

　平成１７年４月から廃品回収の制度が変わります。�

補助対象　廃品回収を年２回以上実施した団体�

補助金額　２回実施　４円／㎏　　３回以上実施　５円／㎏�

　来年度以降、廃品回収を計画されている場合はご注意くだ
さい。�



～ まちの出来事 ～�

第
53
回 

県
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た�

冨樫彰男氏（金屋）�
厚生労働大臣表彰�
受賞�

黄色いハンカチ運動�
黄色いハンカチはＳ
ＯＳの合図です。こ
の合図を見たら進ん
で声をかけ、手を貸
してあげてください。�
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県知事感謝状　�
永年勤続民生委員児童委員の部　西野 明正さん�
県社会福祉協議会会長表彰　�
民生委員児童委員功労者の部　　雄川 法子さん�
社会福祉事業協助者の部　個人　島田 そよさん�
　　　　　　　　　　　　　　　堀　 静枝さん�
団体　町ボランティアさわらびグループ�
　　　町ボランティアたんぽぽ・りんどうグループ�

県共同募金会会長感謝状　�
　篤志寄付者の部　石黒 信太郎さん�

１０月１２日（火）、県民会館において第５３回県社会福祉大会が開催されました。�
長年にわたり地域福祉の増進等に努められた功績に対し、庄川町からは下記の方々に感謝状及び表彰
状が贈られました。�
今後のご活躍をご期待申し上げます。�

このたび、冨樫 彰男さん（金屋）
が多年にわたり、国民健康保険事業
の発展に貢献されたご功績に対し、
厚生労働大臣表彰を受けられました。�
冨樫さんは、昭和５９年より庄川
町国民健康保険運営協議会委員と
してご活躍されております。�
今後も益々のご活躍をご期待申
し上げます。�



庄川流域特産市が�
開催されました�

第16回�
中部日本ゲートボール選手権大会�
「庄川稲穂」が優勝�

社会に学ぶ「14歳の挑戦」が�
実施されました�
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１０月７日（木）・８日（金）の両日、砺波市総
合運動公園多目的競技場において、第１６回中
部日本ゲートボール選手権大会が開催され、
県内外から７７チームが参加されました。大
会では、庄川稲穂チームの皆さんが３位グル
ープで見事優勝されました。�
今後も競技を通じて会員皆さんの健康と
相互交流が深まることを期待しています。�

１０月９日（土）・１０日（日）の両日、庄川町水記
念公園において、第９回庄川流域特産市が開催さ
れました。会場では、庄川流域に連なる９市町村
の特産品が展示・販売されたほか、庄川木工協同
組合の皆さんが、木工ミニろくろ体験教室を開催
されるなど、会場を訪れた皆さんを魅了しました。�
また、会場に
は多くの観光客
が訪れ、終日賑
わいました。�

ヴァローレ・リプロ店にて�

１０月４日（月）から８日（金）の５日間にわたり、町内２
６事業所において、社会に学ぶ「１４歳の挑戦」が実施され、
規範意識や社会性を高め、将来の生き方を考えることを

目的に、中学２年生６６
名の生徒が職場体験
活動や福祉、ボランテ
ィア活動等に参加さ
れました。�
この体験は、生徒た
ちにとって貴重な経
験になったことでし
ょう。�



◆開館時間 火～木曜日 9：30～18：00�
 金　曜　日 9：30～20：00�
 土・日・祝日 9：30～17：00�
◆休 館 日 月 曜 日 1日、8日、15日、22日�
  29日�
 振 替 休 館  4日、24日�

 小　説 芥火 乙川優三郎�
  沙門空海唐の国にて鬼と宴す巻ノ４ 夢枕　　獏�
  俯いていたつもりはない 永井するみ�
  暗闇館の殺人　上・下 綾辻　行人�
  二十四時間 乃南　アサ�
  父の肖像 辻井　　喬�
  間宮兄弟 江國　香織�
 エッセイ 死んだら風に生まれ変わる 新井　　満�
 一般書 子どもが危ない 　江原　啓之�
  ダ・ヴィンチ・コードの謎を解く�
   サイモン・コックス�
 児童書 誕生日占いの必殺ワザ 絹　　華�
 郷土資料 地域に根ざして五十年 庄川町連合婦人会�
   ほか多数�

おすすめの一冊�

図書館�
■新着図書�

おはなしのじかん　11月27日（土）午後2時～　児童室�
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国  際�
No.１１６�

むかわ�
No.１０１�

日本とオーストラリアの�
国民性�

「子どもたちの声が聞こえる�
　　－不登校と向きあった日々－」�
　　　　　　　　島田　直子 著�

　不登校・不適応の児童生徒を
支え続けた養護教論の故島田直
子さん（庄川町金屋）が、病と闘
いながら執筆されたものを、ご家族が遺志を引き
継ぎ出版された本。�
※この本はご家族より寄贈していただきました。どうもありがとう
ございました。�

四季の館に『宿泊施設』が�
来春オープンします！�

オーストラリア人の立場か
ら考えると日本人は幾つもの
特徴があると言えるでしょう。
まず、日本人は勤勉で日本の会社
員は毎日夜遅くまで働くというイメージを持
っているオーストラリア人が多いと思います。
さらに日本人は休日でも職場に行くので「なぜ
だろう」と思うオーストラリア人も少なくない
でしょう。その他に日本人はとても「丁寧な人」
だと思われています。日本に来たばかりの外国
人が特に目につくことが 2つあると言われて
います。1つは「おじぎ」をする習慣で、もう 1
つは「すみません」という言葉をよく使うこと
です。この2つは日本国民の謙虚さを反映して
いるとも言えるでしょう。�
オーストラリアの国民性はどういうもので
しょう。とりあえずオーストラリア人は人なつ
っこいと思います。オーストラリアでよく聞く
挨拶はg'day,mate!（ゲデイ、メイト！）といい
ます。g'dayは good dayの省略でmateは友達
という意味です。直訳すれば、（良い一日を、友達）
という意味がある親しみをこめた挨拶言葉な
のです。オーストラリア人は知らない人に対し
てもg'day!（良い一日を）をよく使います。�
昔オーストラリアはイギリスの植民地でした。
その時食べ物や燃料などの資源は少なかった
ので社会的不安を避けるために、資源を平等に
分ける必要がありました。その後オーストラリ
アでは物だけでなく機会や自由などの抽象的
な事に対しても平等に分ける事が何よりも大
切に思われるようになってきました。�

来年４月のオープ
ンに向け、８月から
宿泊施設建設工事が
行われています。�
宿泊施設の事業計
画は、昨年８月に供
用開始された高規格
道路鵡川インターチェンジの機能を積極的に活用し、都市住
民との交流を広げるため、『ぽぽんた市場』の開設や『道の駅』
指定に続き、四季の館に宿泊施設を併設する事で相乗効果を
高め、まちの活力と魅力を高めるためです。�
また、四季の館に増築することで、温泉・プールなどを備え

た多機能型複合施設である四季の館の特色や魅力を十分に
活かすことができます。�
今後、宿泊施設が加わることにより創り出される複合型経
済活動は、まちの宿泊機能の充実とともに、新たな人や物の
流れの創出など、地域活性化に向けたさまざまな分野への波
及効果が期待されています。�
ぜひ一度お越しいただき、素晴らしい太平洋の眺望を堪能
いただきたいと思います。�
≪施設概要≫�
■構　造　鉄筋コンクリート造６階建�
　　　　　（６階屋上温泉施設）�
■客室数　洋室 ８室（２名／室、約２６㎡／室）�
　　　　　和室 ８室（３名／室、約３０㎡／室）�
　　　　　　　　計 １６室（定員４０名）�
永い間ご愛読いただきました『むかわ交流日記』も、今回を
もちまして閉じさせていただきます。ありがとうございまし
た。�
また、新しい『砺波市』となられましても、皆様の益々のご

活躍をお祈りいたします。�

完成予想図�
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11月1日�12月11日�

〈一般診療〉�

11月14日(日) 松田外科医院 (城端) 　62‐2168�

11月21日(日) 山見内科医院 (井波) 　82‐8200�

11月23日(火) 吉岡整形外科 (福野) 　22‐7700�

11月28日(日) 富田整形外科クリニック (福光) 　52‐8800�

12月  5日(日) 城端理休クリニック (城端) 　62‐3325�

〈歯科診療〉�

11月14日(日) 谷口歯科医院 (小矢部) 　61‐3061�

11月21日(日) 五郎丸歯科クリニック (小矢部) 　68‐3560�

11月23日(火) 棚田歯科医院 (福光) 　52‐0296�

11月28日(日) 成瀬歯科医院 (福光) 　52‐0552�

12月  5日(日) 島田歯科医院 (福岡) 　64‐2172　�

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�
3か月児健康診査�
1歳6か月児健康診査�
3歳児健康診査�
離乳食モグモグ教室�
健 康 相 談 �
麻 し ん�
風 し ん�
高齢者インフル
エンザ予防接種�

H16.8月生�
H15.4～5月生�
H13.5～7月生�
H16.1～2月生�
希 望 者 �
満 1 歳 の
誕生日を迎
え た 方 �
満65歳以上の方※�
（現在64歳の方は誕生日を
迎えてから受けてください）�

11月15日�～�
12月18日��

��

��
�
��

PM1：00～1：30�

PM12：45～1：15�
�
AM10：15～10：30�
AM9：30～12：00

● 一般相談　毎週水曜日�
● 健康相談　11/5（金）・12/3（金）�
● 介護相談　11/10（水）・12/8（水）�
● 人権相談　11/15（金） ● 行政相談　11/17（木）�
● 法律相談　11/26（金） ● 障害者相談　12/1（水）�
  （※要予約 　82‐3520）�

11/13（土）・14（日）　午前9時～午後4時�
第17回 庄川ゆずまつり�
場　所　庄川水記念公園�

11/28（日）　午前10時～午後2時�
新砺波市冬のふれあい市�
場　所　となみ駅前商店街通り�

11/13（土）・14（日）　午前9時～午後4時�
第1回 砺波市農業まつり�
場　所　砺波市農村環境改善センター�
　　　　となみ野農業協同組合本店�
　　　　砺波市中村多目的運動広場�

11/1（月）　午前8時15分～�
開庁式�
場　所　砺波市役所�

1 1月3 0日�

1 2 月 9 日�
�
1 1月1 8日�
毎 週 金 曜日�

砺波厚生センター�

庄川健康センター�
�
庄川健康センター�
庄川健康センター�

市内医療機関�
�
市内医療機関�

公民館掲示板�

◆青島公民館�
◎第6回青島地区キンボール大会�
と　き　１１月２１日（日）　午前９時～１２時�
ところ　庄川体育センター�

◆4地区公民館合同開催�
◎文化講演会�
講　師　新潟県高齢者大学講師　　柴野 清一氏�
と　き　１１月２８日（日）　午後２時～�
ところ　庄川生涯学習センター�

（小矢部市、福岡町 市外局番0766）�

年  間�但し日曜は除く�

要予約�
（但し日曜は除く）�

※60～64歳で、心臓・腎臓又は呼吸器障害（身体障害者手帳1級程度）
のある方はインフルエンザ予防接種を受けることができます。�
詳しくは、保健センターまでお問い合わせください。（　82‐5320）�

（火）�

（木）�

（木）�

（月）�
（土）�

土�

金�

木�

水�

火�

月�

土�

金�

木�

水�

火�

月�

土�

金�

木�

水�

月�

土�

金�

木�

水�

火�

月�

土�

金�

木�

水�

火�

月�

土�

金�

木�

火�

月�

日�

日�

日�

水�

火�

日�

日�

合唱コンクール（庄川中学校）　庄川生涯学習センター�

富山県中学校選抜大会�

農業所得説明会　14：00～16：00　庄川生涯学習センター�

農業所得説明会　14：00～16：00　砺波市体育センター 2階 大会議室�

農業所得説明会　14：00～16：00　砺波市文化会館 多目的ホール�

14歳の挑戦発表会　庄川生涯学習センター�

農業所得説明会　14：00～16：00　砺波市文化会館 多目的ホール�
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■健康診査・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�

砺波市庄川農村環境改善センター　13：30～15：30



庄川ス
ポーツクラブ

『アユ
ーズ』会員募集

中！庄川ス
ポーツクラブ

『アユ
ーズ』会員募集

中！

3人で協力して�
ボールを運ぼう！�

一番上のバケツは�
高得点！�

力を合わせて�
ヨイショ！ヨイショ！�
�
�
�

体力の限界に�
チャレンジ！　�

3人で協力して�
ボールを運ぼう！�

一番上のバケツは�
高得点！�

力を合わせて�
ヨイショ！ヨイショ！�
�
�
�

体力の限界に�
チャレンジ！　�

詳しくは、アユーズ後期プログラムを
ご覧ください。�
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スポーツ�スポーツ�結 果 �

�
幼 年 �
小・中 学 生 �
一 般 �
6 0 歳 以 上 �

会員数 ６００名（１０月１５日現在）�
女　子�
8名�

122名�
148名�
24名�

男　子�
13名�
146名�
100名�
39名�

　１０月から後期の教室が始まり、多くの会員の皆さんが楽しく教室
に参加されています。随時教室のお申し込みを受け付けていますので、
お気軽に町民体育センター内「アユーズ」事務局までお越しください。
お待ちしています。�

トランポリン教室� ソフトエアロビクス教室�

砺波地区中学校新人大会�
と　き　９月１７日（金）～２６日（日）�
ところ　砺波地区一円�
陸上競技　２年男子１００ｍ １位　新井　祐稀�
　　　　　１年女子１００ｍ １位　太田　千晶�
水泳競技　５０ｍ自由形 １位　上野　琢麿�
　　　　　４００ｍ自由形 １位　上野　琢麿�
バレーボール競技 女子　２位�
第２０回秋季町民ゴルフ大会�
と　き　９月２６日（日）�
ところ　トナミロイヤルゴルフ倶楽部�
一般の部（参加者３５人）�
　１位　小西　智也　　２位　川島　浩一�
シニア・レディースの部（参加者２７人）�
　１位　藤井　正次　　２位　織田　淳子�
ベストグロス　古澤　孝之�
団体の部　　　１位　青島チーム�
第９回町長杯ペタンク大会�
と　き　９月２６日（日）�
ところ　町民運動場�
参加チーム　２９チーム�
　１位　はつか会Ｃ�
　　　　　（高川　豊・新川ふじえ・松永恵美子）�
　２位　２０区Ｂ�
　　　　　（寺田修基・中谷節子・野村美和子）�
第２４回町長・議長杯争奪ゲートボール大会�
と　き　９月２６日（日）�
ところ　種田農村公園�
参加チーム　８チーム�
　１位　ＦＤＳ�
　２位　つゆきり�
第１３回町民スポーツ・レクリエーション祭�
と　き　１０月３日（日）�
ところ　町民体育センター�
落としちゃダメよ １位　１０区　　２位　３０区�
ボール２兄弟 １位　３１区　　２位　２４区�
３段式玉入れ １位　２４区　　２位　３８区�
大縄跳び １位　２０区　　２位　３４区�

男女混合綱引き １組 １位　２４区　　２位　東部地区�
　　　　　　　 ２組 １位　３８区　　２位　２３区�
　　　　　　　 ３組 １位　２０区　　２位　８区�
�

第１６回中部日本ゲートボール選手権大会�
と　き　１０月７日（木）～８日（金）�
ところ　砺波市総合運動公園多目的競技場�
参加チーム　８０チーム�
　予選３位グループ　１位　庄川稲穂�
第１６回県ペタンク選手権大会�
と　き　１０月９日（土）�
ところ　魚津市天神山野球場�
参加チーム　１２３チーム�
　２位　マルセイユ庄川�
　　　　（有澤 哲郎・上野　勉・大浦 信雄）�
第８回秋季町民野球大会�
と　き　１０月１０日（日）�
ところ　町民運動場・弁財天野球場�
参加チーム　７チーム�
　１位　ねんごろ会　　２位　松栄会�
第３４回町民テニス大会�
と　き　１０月１０日（日）�
ところ　閑乗寺テニスコート�
参加人数　２３人�
　１位　菊池 正和・水上 秀樹 組�
　２位　野村 美和子・日野 智代 組�
中学生の部（ソフトテニスの部）�
　１位　古田 恵弥・品川 麻里子 組�
　２位　中島 郁美・大下 佳織 組�



感動をありがとう　社会に学ぶ「１４歳の挑戦」�感動をありがとう　社会に学ぶ「１４歳の挑戦」�
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お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良し交流�お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲良し交流�

小学校�木工の町に学ぶ（伝統工芸品ふれあい教室）�木工の町に学ぶ（伝統工芸品ふれあい教室）�

中学校�中学校�

５年生の子供たちが、ろくろを使った木地づくりと木地への絵付けを体験し
ました。これは、総合的な学習の時間に、「庄川町の伝統を受け継ごう」という学
習活動の一環として行ったものです。�
当日は、水記念公園にあるふれあいプラザで説明を受けた後、木皿に絵付け

をしました。その後、庄川木工協同組合の方々の指導で、ろくろを回し、花瓶、小
物入れなどを削り出しました。�
絵付けで筆の運びがうまくいかず、後ろから補助していただきながら真剣な
眼
まな

差
ざ

しでろくろに向かう中で、子供たちは、木工の面白さと技術の難しさを体感
し、「思ったよりむずかしいな」「もっとこんな体験がしたい」など、自分の町の
木工芸品のすばらしさを実感していました。�

�

　庄川中学校の第２学年の生徒
が、１０月４日（月）～８日（金）まで
の５日間、地域の皆様のご協力を
得て、「社会に学ぶ『１４歳の挑戦』」
事業に取り組み、予定通り無事終
了しました。�
はじめは緊張気味だった生徒た
ちも、指導ボランティアの方の温
かい励ましや、地域の方々のご支
援のおかげで次第に活動に慣れ、

最後まで元気に活動を行うことができました。�
生徒たちは、「大きな声であいさつすることの大

切さ」や、「仕事の厳しさ、
大変さ」などを感想に挙げ、
社会に生きる上でのマナー
や人間関係の大切さを体験
として学ぶことができたよ
うです。そして、困難に立
ち向かっていく精神や、思
いやりの心を育てるとともに、活動の中で新しい
自分を発見するよい機会になったのではないかと
思います。�
本事業の遂行にあたり、生徒たちのためにご協
力くださった皆様方に対し、深く感謝申し上げます。�

�

東山見保育所�東山見保育所�

社会に学ぶ１４歳の挑戦
事業で東山見保育所に４
名の中学生が訪れ、職場体
験を行いました。�
お兄ちゃん、お姉ちゃん
と一緒に遊べると、この日

を楽しみに待ちわびていた子供達は、次々に抱っ
こやおんぶをせがみ、じゃんけん汽車ポッポで長
い仲よし列車を走らせて歓声を上げ、また花いち
もんめに仲よく手をつなぎ声をあわせ、トイレも
食事もお兄ちゃんお姉ちゃんと一緒にと、子供達
は中学生のそばを片時も離れません。�

兄弟が少なく、希薄な人間関係の中で育つ子が
多い今日、保育所での体験を通じ、中学生は、小さ
い子供達の人格を認め、いたわり、育む職業の意義
や喜びを感じ取ってくれたことと思います。�
これを機会に、中
学生の皆さんには、
いつでも気軽に保
育所に訪ねてきて、
子供達と遊んでも
らえたらうれしい
です。�

�



第４回 花椿祭のご案内�

日　時　１０月３１日（日）�
午前１０時～午後３時�

場　所　知的障害者更生施設�
「花椿」�

内　容　花椿利用者、地元協力団
体によるステージ発表�
利用者が作った野菜、作
品展の販売�
模擬店、食堂、喫茶コー
ナー�
お楽しみコーナー�
フリーマーケット�

問合先　知的障害者更生施設�
「花椿」�
　６４‐８８８０�

農振除外の申請は早めに�

　農地を農地以外に転用するには、
農地法の許可が必要です。�
　また、農業振興地域にある農用
地区域内の農地を転用する場合は、
農用地区域からその農地を除外し
た上で、農地法による転用許可を
受ける必要があります。�
　今回の農振除外の申請は、１１月
１日（月）～１１月３０日（火）まで受け付
けします。転用計画のある方は、
事前に砺波市役所農業振興課まで
お問い合わせください。�
　３３‐１１１１（代表）�

熊 に 注 意しましょう�

　９月頃より、熊の出没が多くな
っています。特に今年は、熊がえ
さを求めて、山から降りて人と遭
遇する場合も考えられます。山へ
入られる方はラジオや鈴等の音を
出し、人の接近を熊に知らせまし
ょう。�
　万一、熊に出会った時は、持ち
物や帽子、衣類などを地面に置い
て熊の注意をそらし、静かに退避
するようにして下さい。�
　詳しいことは、庄川支所 管理課
までお願いします。　８２‐１９０１�

作業活動ボランティア募集�

　在宅の障害者の自立と社会活動
への参加を総合的に支援すること
を目的に、地域の中で暮らし続け
るため、生活訓練と作業活動を行
っています。�
　日中、ボランティア活動できる
方をお待ちしております。�
なお、未使用のタオルも承ります。�

活動日　火曜日～土曜日�
　　　　午前９時～午後３時３０分�

但し、土曜日のみ午後１
時まで�

問合先　庄川町社会福祉作業所�
（庄川生涯学習センター内）�
　８２‐５００７�

第56回 人権週間　12月4日～12月10日�

育てよう　一人一人の　人権意識�
身近なことから人権を考えてみませんか�

【人権相談のご案内】�
　毎日の生活の中でお困りのことや悩みごとがあるときには、お近くの
人権擁護委員または富山地方法務局砺波支局に、お気軽にご相談ください。�

◎富山地方法務局砺波支局　砺波市苗加３５３‐２�
　（電話相談）人権相談 　０７６３‐３２‐２３６１�
　　　　　　　子どもの人権１１０番 　０７６‐４４１‐１１６１�
　　　　　　　女性の人権ホットライン 　０７６‐４４１‐０６５８�
◎庄川町の人権擁護委員�
　新屋榮太郎 庄川町金屋１２８２ 　８２‐６２０６�
　田上　弘 庄川町金屋１１６１ 　８２‐２２３１�
　齋藤　紀子 庄川町青島１００ 　８２‐０４３５�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�
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落 札 業 者 �

工事期間中は通行止め等があり、町民の皆さんにはご迷惑をおかけして
おりますが、ご理解とご協力をお願いします。�工事等入札結果�

金 屋 �

金 屋 �

青 島 �

青 島 �

青 島 �

金 屋 �

平成１６年１０月１日から�
平成１６年１１月２５日まで�

平成１６年１０月１から�
平成１６年１１月３０日まで�

平成１６年１０月１日から�
平成１６年１０月２０日まで�

平成１６年１０月１日から�
平成１６年１１月２６日まで�

平成１６年１０月１日から�
平成１７年３月４日まで�

平成１６年１０月１日から�
平成１６年１２月１０日まで�

２，０４７，５００�

２，０６８，５００�

２，９４０，０００�

７，７７０，０００�

２７，５６２，５００�

１０，７１０，０００�

２，０７９，０００�

２，０８９，５００�

２，９７１，５００�

７，９６３，２００�

非公表　�

非公表　�

一 号 環 状 線 汚 水 管 渠 布 設 工 事 �

特 産 館 上 屋 設 置 工 事 �

教 育 委 員 会 事 務 所 仮 設 工 事 �

町道第２８７号線改良（舗装）工事�
（第４工区）�

町道第２８７号線改良工事（第５工区）�

木 製 つり橋 及 び 水 車 改 修 工 事 �

（９/２１～１０/１５）�

㈱ 松 本 建 設 �

庄 川 興 業 ㈱ �

木 村 産 業 ㈱ �

㈱ 藤 　 井 　 組 �

㈱ 神 　 下 　 組 �

藤 森 工 業 ㈱ �

備 　 考 �請負金額（税込）�入札予定価格（税込）�工　　　期�施行箇所�工　　事　　等　　名�番号�

（単位：円）�

青島保育所～�
中野発電所�

舟戸公民館前�



民芸館�民芸館��

　平成１６年度に展示した作品の中から、
選りすぐりの作品を展示。�
会　期　１２月１日（水）～�

平成１７年３月２２日（火）�

　明治時代の庄川と小矢部川を写真で
比較展示。�
会　期　１２月１日（水）～�

平成１７年３月２２日（火）�

庄川町水資料館�庄川町水資料館�

第１回 砺波市農業まつり�第１回 砺波市農業まつり�

新 砺波市冬のふれあい市�

問合先　砺波商工会議所 　３３‐２１０９�
　　　　砺波市生活環境課 　３３‐１１１１�

新 砺波市冬のふれあい市�

抽選券�抽選券�
先着3000名様�
抽選により、鮮魚・青
果・精肉が当たる！
（お一人様１回
限り）本状を
ご持 参く
ださい。�

と　き　１１月２８日（日）�
午前１０時～午後２時�

場　所　となみ駅前商店街通り�
内　容　★大抽選会…生鮮食料品な

どが当たる！★餅つき大会
…（午後０時３０分～）�

　　　　★花の種無料配布コーナー
★フリーマーケット★飲食
コーナー・産地直送コーナー★食料品・生活用品・漬物など
の即売コーナーなど…  他、楽しさ盛りだくさん！�

●出町中学校の皆さんが「よさこいソーラン」を披露。�
　出町小学校の皆さんも総合学習の一環として参加されます。�
※駐車場は砺波総合病院、砺波駅前、駅南、旧出町小学校、駅前商店街駐車場をご
利用ください。�

問合先　砺波市 農業振興係 　３３‐１１１１�
　　　　となみ野農業協同組合 　３３‐４１３０�

と　き　１１月１３日（土）・１４日（日）�
午前９時～午後４時�

場　所　となみ野農業協同組合本店�
　　　　砺波市農村環境改善センター�
　　　　砺波市中村多目的運動広場�

内　容　遊休品販売、おにぎり試食会、
ジャンボ手巻き寿司、料理コ
ンクール、海鮮鍋まつり、もちまきなどのイベント盛りだ
くさん。どうぞお越しください。展示即売も行われます。�

問合先　庄川ゆずまつり実行委員会（庄川支所管理課） 　８２‐１９０１�

11月13日（土）・14日（日） �
午前9時～午後4時�
庄川水記念公園�

内　容�
香りの強い「庄川ゆず」や、ゆず
加工品の販売のほか、農産物品
評会やゆずもちまき大会などゆ
ずづくしの２日間�

37 最終号�

第5回�

全国ろくろ木工芸展�
１１/２８（日）まで�

特別企画展�

庄川と小矢部川�

開館：午前９時～午
後５時、火曜日休館
（祝日の場合翌日）�

開館：午前９時～午後５時�
火曜日休館�

　全国各地には、その土地に伝わるろ
くろの技を磨き、新しい感性を取り入
れて制作している工芸士が多い。本展
では、ケヤキや黒柿などさまざまな木
から挽きだされた木目の美しいろくろ
木工芸品１００点あまりを一堂に展示し
ます。�

開館：午前９時～午後５時／火曜日休館�

新 砺波市冬のふれあい市�

　ご厚志に対し、深く感謝申し上げ、
有効に活用させていただきます。�

善 意 の 窓 �
■広報送付お礼として�
▽東京都大田区 山本 孫二さん�

（５千円）�
■福祉資金として�
▽庄川町青島 瀧場 由夫さん�

（亡母の供養に１０万円）�

第１７回 庄川ゆずまつり�
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課

主

事

�

住

民

課

係

長

�

住

民

課

主

事

�

住

民

課

主

事

�

企
画
調
整
課
長
代
理�

出

納

室

係

長

�

総
務
課
付
け
課
長（
合

併
協
議
会
事
務
局
次
長
）�

財

務

課

主

任

�

財

務

課

係

長

�

総

務

課

主

事

�

総

務

課

主

任

�

砺
波
市
・
庄
川
町
社
会
福
祉
協

議
会
合
併
事
務
局
派
遣（
係
長
）�

総
務
課
付
け
主
幹�

（
砺
波
市
派
遣
）�

企
画
調
整
課
主
事�

教

務

課

主

事

�

財
務
課
長
代
理

�

財

務

課

主

事

�

住

民

課

主

幹

�

住

民

課

主

任

�
社
会
福
祉
法
人
庄
川
町

福
祉
会
派
遣（
主
幹
）�

砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合

派
遣（
事
務
局
業
務
課
主
事
）�

青
島
保
育
所
長
代
理�

東
山
見
保
育
所
長
代
理�

東
山
見
保
育
所

�

主

任

保

育

士

�

東
山
見
保
育
所
保
育
士�

東
山
見
保
育
所
保
育
士�

東
山
見
保
育
所
保
育
士�

東
山
見
保
育
所
保
育
士�

東
山
見
保
育
所
保
育
士�

東
山
見
保
育
所
調
理
員�

青
島
保
育
所
主
任
保
育
士�

青
島
保
育
所
保
育
士�

青
島
保
育
所
保
育
士�

青
島
保
育
所
保
育
士�

青
島
保
育
所
保
育
士�

青
島
保
育
所
保
育
士�

青
島
保
育
所
調
理
員�

雄
神
保
育
所
長
代
理�

雄
神
保
育
所
主
任
保
育
士�

雄
神
保
育
所
保
育
士�

雄
神
保
育
所
保
育
士�
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雄
神
保
育
所
保
育
士�

雄
神
保
育
所
保
育
士�

雄
神
保
育
所
調
理
師�

種
田
保
育
所
長
代
理�

種
田
保
育
所
主
任
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
調
理
師�

健

康

セ
ン
タ
ー�

健
康
増
進
係
主
任�

健
康
セ
ン
タ
ー
栄
養
士�

福
祉
市
民
部
次
長
・�

市
民
課
長
（
昇
任
）�

市

民

課

主

事

�

市
民
課
国
保
年
金
係
主
査�

生
活
環
境
課
主
事�

商

工

観

光

課

�

観
光
物
産
係
主
査�

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
所
長�

農
業
振
興
課
農
産
係
長
・
農
業

委
員
会
事
務
局
農
業
経
営
係
長�

農
業
振
興
課
付
け
主
任
・
砺

波
広
域
圏
事
務
組
合
派
遣�

農
地
林
務
課
林
務
係
長�

土
木
課
道
水
路
管
理
係

主

任

�

土
木
課
道
路
建
設
係
主
任�

都

市

整

備

課

�

都
市
計
画
係
主
任�

都

市

整

備

課

�

区
画
整
理
係
主
任�

都
市
整
備
課
技
師�

上
水
道
課
主
幹
・�

工

務

係

長

�

上
水
道
課
技
師

�

上
水
道
課
主
事

�

下

水

道

課

�

下
水
道
建
設
係
主
任�

会
計
課
主
幹
・
会
計
係
長�

教
育
総
務
課
長

�
教
育
総
務
課
主
事�

教
育
総
務
課
学
務
係
長�

庄
川
小
学
校
調
理
師�

庄
川
小
学
校
調
理
師�

庄
川
小
学
校
助
手�

庄
川
中
学
校
調
理
師�

庄
川
中
学
校
調
理
師�

庄
川
中
学
校
助
手�

生

涯

学

習

課

�

生
涯
学
習
係
長

�

生

涯

学

習

課

�

生
涯
学
習
係
主
任�

庄
川
図
書
館
助
手�

庄
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
所
長
・
庶
務
係
長
・
庄

川
図
書
館
副
館
長�

庄
川
生
涯
学
習

�

セ
ン
タ
ー

主

事

�

庄
川
美
術
館
学
芸
員�

体
育
課
長・体
育
施
設
係
長・

庄
川
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長�

体

育

課

主

事

�

庄
川
体
育
セ
ン
タ
ー�

管

理

係

長

�

庄
川
体
育
セ
ン
タ
ー�

管

理

係

主

任

�

砺
波
総
合
運
動
公
園
所

長
・
温
水
プ
ー
ル
所
長�

監

査

事

務

局

�

監
査
第
１
係
長

�

農
業
委
員
会
事
務
局
主
事�

議

会

事

務

局

�

議
事
調
査
課
長

�

議

会

事

務

局

�

議
事
調
査
課
調
査
係
長�

脊
戸 

　
静
江�

齊
藤 

　
愛
子�

鎧
沢 

千
代
子�

藤
井 

　
京
美�

高
田 

　
節
子�

南
部 
　
聡
美�

嶋
田 

美
智
代�

石
森 

麻
菜
美�

金
本 

恵
美
子�

塚
本 

奈
穂
美�

松
村 

　
純
子�

新
川 

　
張
和�

中
村 

　
貴
子�

島
田 

真
知
子�

石
黒 

　
淳
一�

中
田 

　
健
治�

石
黒 

　
　
勉�

大
浦 

　
信
雄�

天
川 

　
裕
文�

坂
井 

　
正
之�

石
黒 

　
光
博�

石
黒 

　
一
憲�

古
澤 

　
孝
之�

小
西 

　
喜
之�

本
林 

　
賢
一�

山
本 

　
春
樹�

脊
戸 

　
大
輔�

但
田 

　
和
洋�

宮
崎 

　
恒
充�

中
村 

三
和
子�

中
島 

　
英
夫�

但
田 

　
千
恵�

坂
本 

恵
美
子�

坂
本 

由
美
子�

但
田 

　
陽
子�

高
藤 
　
克
江�

東 

　
ち
え
み�

棚
田 

　
郁
美�

石
黒 

ま
り
子�

上
野 

　
　
勉�

源
田 

　
　
孝�

田
嶋 

　
綾
乃�

石
黒 

　
徳
治�

嶋
田 

　
徳
明�

冨
樫 

　
優
子�

北
村 

　
　
篤�

紺
田 

　
悠
史�

岩
瀬 

　
正
彦�

山
下 

　
史
代�

小
西 

　
定
雄�

野
村 

　
勇
洋�

瀬
賀 

　
晶
子�

大
浦 

　
正
治�

天
野 

　
邦
子�

���

山
本 

　
勇�

川
島 

　
昭
美�

雄
神
保
育
所
保
育
士�

雄
神
保
育
所
保
育
士�

雄
神
保
育
所
調
理
員�

種
田
保
育
所
長
代
理�

種
田
保
育
所
主
任
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
保
育
士�

種
田
保
育
所
調
理
員�

住
民
課
主
任
保
健
師�

住
民
課
栄
養
士

�

総

務

課

長

�

住

民

課

主

事

�

住

民

課

係

長

�

住

民

課

主

事

�

産
業
建
設
課
係
長�

出

納

室

長

�

財

務

課

係

長

�

砺
波
広
域
圏
事
務
組
合

派
遣（
農
業
共
済
セ
ン
タ
ー

農
業
共
済
課
果
樹
係
主
任
）�

産
業
建
設
課
長
代
理�

企
画
調
整
課
主
任�

体

育

課

主

任

�

総
務
課
付
け
主
任（
合

併
協
議
会
事
務
局
主
任
）�

産
業
建
設
課
主
任�

総

務

課

主

事

�

財

務

課

主

幹

�

産
業
建
設
課
主
事�

産
業
建
設
課
主
事�

産
業
建
設
課
主
任�

住
民
課
主
幹
・
保
育
所
長�

財

務

課

長

�

教

務

課

主

事

�

総
務
課
長
代
理

�

庄
川
小
学
校
調
理
員�

庄
川
小
学
校
調
理
員�

庄
川
小
学
校
事
務
補
助�

庄
川
中
学
校
調
理
員�

庄
川
中
学
校
調
理
員�

庄
川
小
学
校
用
務
員�

住

民

課

係

長
�

教

務

課

主

任

�

図
書
館
事
務
補
助�

企
画
調
整
課
長

�

教

務

課

主

事

�

庄
川
美
術
館
学
芸
員�

教

務

課

長

�

体

育

課

長

�

体

育

課

主

事

�

体

育

課

係

長

�

住

民

課

主

任

�

議
会
事
務
局
長

�

教
務
課
長
代
理

�

産
業
建
設
課
主
事�

産
業
建
設
課
長

�

議
会
事
務
局
係
長�

���

産
業
建
設
課
長
代
理�

総

務

課

主

事

�

※
監
査
事
務
局
、議
会
事
務
局
の
正
式
決
定
は
、任
命
権
者
が
選
ば
れ
た（
初

議
会
）以
後
に
な
り
ま
す
。�

【
退
　
職
】　
十
月
三
十
一
日
付�



地
蔵
盆
長
茶
柱
の
ゆ
れ
動
く�

鰯
雲
電
柱

か
烏ら

す
切
り
絵
め
く�

田
圃
道
胸
の
高
さ
に
赤
ト
ン
ボ�

貸
し
切
の
船
悠ゆ

う

々
と
秋
小
牧�

月
の
句
座
政
女
の
遺
吟
耳
に
あ
り�

山
里
の
こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
地
よ
り
湧
く�

し
そ
の
実
干
す
父ふ

母ぼ

な
る
牛や

岳ま

の
空
の
青�

絶
え
ま
な
き
雨
に
う
た
れ
し
秋
桜�

老
婆
掘
る
孫
手
作
り
の
甘い

藷も

羊よ
う

羹か
ん�

乗
鞍
の
な
な
か
ま
ど
の
実
に
そ
つ
と
ふ
れ�

陽
当
れ
ば
山
野
紅
葉
い
よ
よ
濃
く�

鳥
け
も
の
草
影
に
ゐ
る
良
夜
か
な�

月
の
出
を
待
つ
高
原
や
灯
を
と
も
す�

満
月
を
仰
ぎ
て
夫
を
思
ひ
け
り�

し
の
び
寄
る
山
の
気
頬
に
月
待
て
り�

お
づ
お
づ
と
出
づ
る
名
月
捉
へ
た
り�

待
宵
や
こ
き
り
こ
節
の
聞
え
く
る�

満
月
を
掠
め
て
雲
の
走
り
た
る�

高
原
の
闇
を
展
げ
る
雨
月
か
な�

絹
雲
を
引
き
ゆ
く
月
や
か
づ
ら
橋�

ワ
イ
ン
冷
す
月
光
ほ
ど
の
冷
た
さ
に�

深
山
辺
の
月
に
掲
げ
て
さ
さ
ら
打
つ�

煙
草
や
め
て
呑
む
酒
ほ
ど
ほ
ど
身
の
為
と

我
が
真
実
を
吾
子
が
と
が
む
る�

一
齣
の
画
面
に
写
る
瞬
間
の
曾
子
み
ん
も

の
と
息
詰
め
て
見
る�

離
れ
住
む
孫
成
長
し
荒
海
へ
一
歩
進
み
ぬ

安
泰
祈
る�

霜
月
に
砺
波
市
と
な
り
一
段
と
稲
穂
鮎
ゆ

ず
木
工
の
町
に�

そ
こ
は
か
と
金
木
犀
の
香
は
み
ち
て
目
覚

め
て
開
け
る
障
子
は
軽か

ろ

し�

枕
辺
の
オ
ー
デ
コ
ロ
ン
に
ほ
の
ぼ
の
と
ひ

と
日
の
疲
れ
癒
し
て
を
の
ぬ�

秋
来
れ
ば
休
み
屋
の
湯
宿
に
宿
泊
し
乙
女

の
像
を
見
て
来
し
思
い�

力
な
き
秋
の
小
蛇
に
た
む
ろ
し
て
下
校
の

男
の
子
等
棒
に
下
げ
ゆ
く�

口
許
は
わ
ず
か
ゆ
る
み
て
犬
歯
見
せ
十
四

歳
は
試
練
に
挑
む�

秋
刀
魚
焼
く
片
側
ま
だ
海
の
青
天
高
々
と

秋
は
澄
み
ゆ
く�

台
風
は
次
々
と
来
て
無
事
通
過
富
山
県
と

は
ほ
ん
に
良
い
と
こ
ろ�

十
六
夜
の
空
を
見
上
ぐ
に
う
つ
す
ら
と
や

さ
し
き
亡
母
の
今
日
は
命
日�

親
し
み
の
イ
メ
ー
ジ
は
消
ゆ
野
に
降
り
て

人
襲
ふ
熊
の
現
実
続
く�

刈
り
終
へ
し
田
ご
と
に
落
穂
拾
ひ
し
も
経

ぬ
る
月
日
に
鳥
ら
つ
ひ
ぱ
む�

過
ぎ
ゆ
け
ば
風
と
消
え
ゆ
か
む
平
成
の
こ

の
夜
の
一
期
一
会
の
こ
と
も�

短 歌�俳 句�

斉
藤
　
尤
鶴�

石
山
　
　
欣�

谷
口
　
六
友�

山
岡
　
為
義�

畑
　
　
郁
子�

上
野
　
恵
子�

坂
戸
　
た
つ�

池
田
寿
美
子�

滝
　
　
の
り�

山
下
　
他
美�

池
田
　
雅
泉�

有
沢
美
智
子�

飯
田
小
枝
子�

小
川
　
ふ
み�

沖
田
　
泰
子�

押
見
南
美
子�

瀧
　
　
昌
子�

冨
樫
ア
ヤ
子�

野
村
　
邦
子

森
松
さ
ち
子�

吉
田
百
合
子�

久
保
美
智
子�

�

朝
倉
　
捨
子�

�

太
田
ユ
キ
ヱ�

�

川
上
　
光
弘�

�

川
上
　
喜
久�

�

木
村
　
和
子�

�

斉
藤
キ
ミ
子�

�
志
部
谷
良
一�

�

清
水
　
昭
子�

�

藤
本
久
美
子�

�

松
原
　
樹
雄�

�

森
松
　
邦
子�

�

山
崎
　
則
子�

�

山
本
　
知
子�

�

吉
田
　
数
子�

�

野
村
　
玉
枝�

ご長寿おめでとうございます�

脊 戸  惠 太 郎  さん　満百歳�
10月13日に高儀新の脊戸惠太郎さんが百歳
の誕生日を迎えられ、町や町社会福祉協議会を
はじめ、富山県、両砺社会福祉連絡協議会、町
老人クラブ連合会、種田地区老人クラブからお
祝い状や、祝品が贈呈されました。�
脊戸さんは明治37年にお生まれで、とてもお
元気で、長寿の秘訣は規則正しい生活を送るこ
とや、食事は腹八分目を守ることだそうです。
歌と大相撲の番組が好きとのことです。�
今後とも健やかに過ごされますようお祈りい
たします。�
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ア
カ
ン
サ
ス
　
野
村
玉
枝
選�

庄
川
俳
句
会�

山
ま
ゆ
の
会
　
久
保
美
智
子
選�



辻  　花ちゃん�
（金屋）�

父…比呂司　母…真紀�

坂下  翔くん�
（金屋）�

間野  夏妃ちゃん�
（三谷）�

父…竜也　母…由紀子�

坂下 裕理奈ちゃん�
（金屋）�

健康いきいき食生活�

材 料�
（６人分）�

作り方�

コメン
ト�

�
栗にはビタミンB1が豊富に含ま
れており、消化液の分泌を促し、

食欲の増進をはかる効果があります。�
また、ごぼうには食物繊維が多いため、便秘
の改善や大腸がんの予防につながります。�

庄川町食生活改善推進連絡協議会�

１人分の栄養価…エネルギー  427Kcal／塩分量  1.7ｇ�

きんぴら
ごはん�

��

①米・もち米は混ぜて水洗いをし、釜に米と水と�をいれ
て普通に炊く。�

②ごぼう・セロリ・人参を粗くみじん切りにする。（フード
プロセッサーにかけてもよい。）�

③油揚げは油抜きをして、短く千切りにする。�

④しらたきは熱湯をかけて水気を切り、細かくざく切りに
する。�

⑤平鍋に油をひき、②・③・④を入れて炒める。�

⑥⑤に�を加え、５～６分フタをして煮て、味をなじませる。
時間がたったらフタを取り、汁気をとばす。�

⑦⑥・茹で栗・炊けたご飯を混ぜ合わせる。�

��

ごぼう�
セロリ�
人参�
油揚げ�
しらたき�
サラダ油�

だし汁�
酒�
砂糖�
醤油�

米�
もち米�
水�

酒�
塩�
出し昆布�

茹で栗�

・・・・・・・・・・・・・・・100g�
・・・・・・・・・・・・・・・・80g�
・・・・・・・・・・・・・・・・・・60g�
・・・・・・・・・・・・・・・・60g�
・・・・・・・・・・・・・100g�
・・・・・・・・・・大さじ1�
・・・・・・・大さじ3�

・・・・・・・・・・・大さじ1�
・・・・・・・・・大さじ2�
・・・・・・・・・大さじ2

・・・・・・・・・・・・・・・3カップ�
・・・・・・・・・1/2カップ�

・・・・・・・・・・3と1/2カップ�
・・・・・・・・・・・大さじ1�
・・・・・・・・・・・小さじ1�

・・・10�角1枚�
・・・・・・・・・・・・・・12個�

�
�

父…幸正　母…勝枝�

Ａ�

Ａ�

Ｂ�

Ｂ�

41 最終号�
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　～ 秋の味覚を使った、かんたんご飯！ ～�
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戸
籍
の
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住
所
　
出
生
児
氏
名
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別
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護
者
名�

青
島
　
川
島 

　
澄
高
　
男
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樹�

金
屋
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聖
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死
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9／21
9／22
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出
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月
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昭和 27年 6月 1日に当時の東
山見村、青島村、雄神村、種田村
の4村が合併し、庄川町誕生とと
もに発刊してきました「広報しょ
うがわ」も今月号が最終号となり
ました。�
最終号では、52年間の主な出

来事について掲載しました。皆さ
んもぜひ最終号をご覧いただき
ながら、今日に至る庄川町の歴史
を振り返ってみてはいかがでし
ょうか。�
終わりになりましたが、新砺波

市となっても、広報となみが住民
の皆さんにとって親しみの持て
る紙面となることを願っています。�
長い間ご愛読いただきありが

とうございました。�
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（
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本
）
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梨
　
恵�

10／1
10／6

10／7
10／8
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朝焼けに 川除け松の シルエット　－一番堤の西側下より－�

す
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せ
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●町の人口（10月17日現在）●�

人　口 7,191人　 （△13） （△66） 転入   2�
　男 3,459人　 （△  9） （△24） 転出 12�
　女 3,732人　 （△  4） （△42） 出生 2�
世帯数 2,053世帯 （△  4） （△  3） 死亡 5

前年比�前月比�
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本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�

写
真
撮
影
　
山
田
辰
夫 

氏
／
写
真
解
説
　
杉
森
富
美
吉 

氏�

老齢人口 1,813人 （　   △5） （　   △5）�
　　　率 25.2％ （　0.0％） （＋0.1％）�
幼年人口 989人 （　   △4） （　   △4）�
　　　率 13.8％ （　0.0％） （＋0.1％）�

編 集 後 記 �

東
の
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の
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燃
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。
す
ざ
ま
じ
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朝
焼
け
で
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。

西
の
空
は
ま
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沈
ん
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暗
い
紫
色
な
の
に
、
東
の
空
は
見
る
見
る
う
ち
に
焼
け
出
し
た
。�

今
ま
で
、
暗
い
中
に
潜
ん
で
い
た
川
除
の
松
が
、
空
が
焼
け
て
く
る
と
と
も
に
、
く
っ

き
り
と
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
見
え
て
き
た
。
1
3
0
年
あ
ま
り
の
間
、
川
を
見
つ
め

て
き
た
松
に
は
、
お
の
お
の
個
性
が
あ
る
。
燃
え
さ
か
る
朝
焼
け
雲
は
、
土
堤
の
松
の
個

性
や
表
情
ま
で
を
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。�

四
季
お
り
お
り
の
夜
明
け
の
空
の
表
情
に
よ
っ
て
、
松
の
シ
ル
エ
ッ
ト
も
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
。�
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